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写真家。青年海外協力隊として活動後、西アフリカと北アフリカのサハラ縦断交易路の取材を中心に、アフリカ各地の人々と自然、
文化と歴史を撮り続ける。写真集に『West Africa』。文・写真＝飯塚 明夫
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「
イ
ス
ラ
エ
ル
〜
エ
ジ
プ
ト
〜
エ
チ
オ
ピ

ア
〜
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
〜
ガ
ー
ナ
。こ
れ
は
、

私
た
ち
ガ
ン
族
が
た
ど
っ
た
道
の
り
で

す
。故
郷
の
イ
ス
ラ
エ
ル
を
あ
る
事
情
で

後
に
し
、長
い
年
月
を
か
け
て
ガ
ー
ナ
に

着
き
ま
し
た
。そ
の
と
き
食
料
は
底
を

尽
き
、飢
え
に
直
面
し
て
い
ま
し
た
」

　

ガ
ン
族
の
祭
り「
フ
ォ
モ
オ
」の
由
来
を

カ
ル
チ
ャ
ー
・
セ
ン
タ
ー
の
職
員
ア
イ
ザ

ッ
ク
さ
ん
に
尋
ね
る
と
、ガ
ン
族
の
大
移

動
に
関
す
る
伝
説
を
語
り
始
め
た
。彼

ら
は
ガ
ー
ナ
の
沿
岸
部
に
住
む
主
要
部

族
で
あ
る
。

　
「
私
た
ち
は
一
心
に
神
に
祈
り
ま
し

た
。す
る
と
神
は
穀
物
と
魚
を
与
え
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。そ
れ
以
来
、神
の
恵

み
に
感
謝
し『
フ
ォ
モ
オ
』の
祭
り
を
行
っ

て
い
る
の
で
す
」

　

首
都
ア
ク
ラ
で
開
か
れ
る
こ
の
祭
り

は
、８
月
初
旬
、各
地
区
で
盛
り
上
が
り

を
み
せ
る
。女
性
た
ち
が
特
別
料
理「
ケ

ペ
ケ
ペ
レ
」（
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
粉
に
魚
ス
ー

プ
を
か
け
た
も
の
）を
作
る
こ
と
か
ら
始

ま
り
、翌
日
に
は
、料
理
の
入
っ
た
大
皿

を
持
つ
家
臣
や
お
小
姓
、楽
団
を
従
え

た
首
長
が
、先
祖
の
墓
や
縁
の
土
地
・
建

物
を
回
る
。そ
の
途
中
で
出
会
っ
た
人
々

に
は
料
理
が
振
る
舞
わ
れ
る
。

　
一
見
に
ぎ
や
か
な「
フ
ォ
モ
オ
」の
祭
り

だ
が
、そ
こ
に
は
先
祖
た
ち
が
経
験
し
た

「
飢
え
の
記
憶
」が
深
く
刻
ま
れ
て
い
る

よ
う
に
思
え
た
。

ガーナ
GHANA
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ユカタン半島の先端にメキシコが
国を挙げて開発した一大ビーチリ
ゾート。周辺地域に点在するマヤ
遺跡も観光客に人気。

カンクンまで、メキシコシティ経由で約14時間

カンクンをはじめとするメキシコの長期的な
観光戦略を策定するための調査を実施。

●観光促進投資戦略策定 開発調査

MEXICO

カンクン01

古代エジプトの王墓が点在するナ
イル川西岸の岩窟墓郡。黄金のマ
スクで知られるツタンカーメンの
墓は、1922年に発見された。

最寄りのルクソールまで、カイロ経由で約14
時間

遺跡見学時の注意事項や王墓の修復状
況などの情報を提供するビジターセンターを
建設。保存・研究拠点としても機能。

●王家の谷周辺地区整備計画 無償資金協力

EGYPT

王家の谷10

ARGENTINA

イグアス
国立公園

02

○c（財）自然環境研究センター

落差約80ｍを誇るイグアスの滝
と、多くの絶滅危惧種が生息する
密林に囲まれた国立公園。その面
積は550km²にも及ぶ。

イグアスまで、ブエノスアイレス経由で約28時間

公園局職員の環境管理能力の向上と、地
域住民への環境教育プログラムの普及を
支援。

●イグアス地域自然環境保全計画プロジェクト

技術協力プロジェクト

唐の時代、西安に創建された雄大
な宮殿遺跡。かつては遣唐使もここ
で皇帝に接見した。上海万博中国
館でその一部が再現され、話題に。

西安まで、直行便で約5時間

貴重な窯址を風雨から保護する覆屋や、出
土遺物や資料を展示する施設を整備。

●大明宮含元殿遺跡保存環境整備計画
無償資金協力

CHINA

大明宮含元殿窯跡04

INDIA

アジャンタ・
エローラ石窟群

06

釈迦の転生物語を描いた壁画が有
名なアジャンタ、壮大な彫刻建築が
美しいエローラ両石窟群。共に世
界遺産に指定されている。

最寄りのアウランガバードまで、ニューデリー
経由で約11時間

両遺跡の保存・修復に加え、周辺地域の道
路・上下水道・空港施設の整備や、植林な
どの自然環境保全活動を実施。

●アジャンタ・エローラ遺跡保護・観光基盤整備事業Ⅰ・Ⅱ

円借款

撮影：今村健志朗

FIJI

フィジー03

色とりどりのサンゴ礁が美しい海
の楽園。マリンスポーツはもちろん
のこと、国土の半分を占める豊か
な熱帯雨林を巡るのも楽しい。

フィジーまで、韓国経由で約13時間

観光需要の高まりを受け、拠点であるナンデ
ィ・ラウトカ地区の上水道施設を整備。

●ナンディ・ラウトカ地域上水道整備事業 円借款

撮影：今村健志朗

CAMBODIA

アンコール遺跡05

国旗にも描かれた巨大で壮麗な寺院
遺跡が、訪れる者を圧倒する。クメー
ル建築の最高傑作として名高い。

シェムリアップまで、韓国、ベトナム、タイ経由で約
9時間

日本は「アンコール遺跡救済国際会議」（199
3年・東京）以来、遺跡の保存・修復活動に協
力。JICAも遺跡の保存・修復や持続可能な観
光開発のための地形図作成や開発計画策定
などを支援。

●シェムリアップ州及びアンコール遺跡公園地形図作成
開発調査

開発調査
●シェムリアップ上水道整備計画 無償資金協力

●シェムリアップ/アンコール地域持続的振興総合計画調査

MALDIVES

モルディブ07

青い海と白い砂浜を求め、世界中
から人々が集まる代表的リゾート。
約1,200の島々からなり、玄関口
のマレ島では漁業が盛ん。

モルディブまで、直行便で約10時間

海面上昇による影響が危惧されるマレ島で
護岸を整備。インドネシア・スマトラ島沖地震
（2004年）の津波被害軽減に大きく貢献。

●マレ島護岸整備 無償資金協力

BULGARIA

バラの谷08

“バラの谷”と呼ばれる世界最大の
ローズオイル産地で、毎年「バラ祭
り」を開催。中でもバラの女王コン
テストは見どころの一つ。

最寄りのカザンラクまで、ヨーロッパ経由で約
20時間

観賞用バラの栽培促進のための技術支援
や、観光産業の人材育成などを通じて、地
域の観光振興を支援。

●カザンラク地域振興計画プロジェクト
技術協力プロジェクト

PALESTINE

ジェリコ市・
ヨルダン渓谷地域

09

石器時代の都市の跡や8世紀のイ
スラム王朝時代の宮殿遺跡など、
文化遺跡が豊富。ジェリコ市は世界
最古の町とも称される。

パレスチナまで、アジア、ヨーロッパ経由で約
17時間

行政や民間企業、住民による観光委員会を
設立し、民芸品やアトラクションの開発、人
材育成などに協力。

●官民連携による持続可能な観光振興プロジェクト
技術協力プロジェクト

撮影：船尾修 ○c AFLO

TANZANIA

キリマンジャロ山11

標高5,895mのアフリカ大陸最高峰。
頂上付近の美しい氷河や貴重な高山植
物が、世界中の登山者をひきつける。

キリマンジャロ国際空港まで、ドバイ、ダルエスサラーム
経由で約20時間

ケニアの首都・ナイロビとキリマンジャロ国立公園の
周辺地域をつなぐ道路を改良。観光客増加による
地域経済活性化と地元住民の生活向上を図る。

●アルーシャ～ナマンガ～アティ川間道路改良事業 円借款

歴史と文化、人類の英知、　大自然が生み出す驚きの景観―。
日本も支援して　 きたあの観光地が、

今日も世界各地で訪れ　る者に感動を与えている。
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夏
休
み
真
っ
た
だ
中
の
８
月
。
家
族
や
友
達
同

士
で
旅
行
に
出
か
け
る
人
も
多
い
だ
ろ
う
。
世
界

に
は
、
魅
力
的
な
観
光
地
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
青

い
海
が
一
望
で
き
る
リ
ゾ
ー
ト
、
大
勢
で
楽
し
め

る
テ
ー
マ
パ
ー
ク
、
広
大
で
豊
か
な
自
然
、
何
千

年
も
前
に
築
か
れ
た
歴
史
的
建
造
物
―
。
２
０
０

９
年
、
海
外
を
旅
し
た
日
本
人
は
約
１
５
０
０
万

人
、
日
本
に
旅
行
に
来
た
外
国
人
は
６
７
０
万
人

に
上
っ
た
※
1
。

　

観
光
は
、
外
貨
獲
得
の
有
望
な
手
段
で
あ
る
こ

と
、
ほ
か
の
産
業
へ
の
波
及
効
果
が
高
い
こ
と
、

雇
用
吸
収
力
が
高
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
開
発
途
上

国
に
と
っ
て
〝
魅
力
あ
ふ
れ
る
産
業
〞
だ
。
ま

た
、
す
で
に
そ
の
地
域
に
あ
る
文
化
や
世
界
遺

産
、
自
然
な
ど
を
有
効
に
生
か
す
こ
と
で
発
展
の

可
能
性
が
あ
る
観
光
産
業
は
、
莫
大
な
資
金
や
人

材
の
投
資
を
必
要
と
す
る
工
業
と
比
べ
、
参
入
し

や
す
い
分
野
と
い
え
る
。
実
際
、
後
発
開
発
途
上

国
※
2
で
は
、
観
光
に
よ
る
外
貨
収
入
が
サ
ー
ビ

ス
貿
易
額
の
７
割
を
占
め
て
お
り
、
観
光
産
業
が

途
上
国
に
与
え
る
経
済
的
な
イ
ン
パ
ク
ト
は
、

年
々
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

　

一
般
的
に
こ
れ
ま
で
の
「
観
光
」
は
、
観
光
開

と
っ
て
の

と
っ
て
の
観
光
産
業

観
光
産
業

※1 「日本政府観光局（JNTO）統計」より。
※2 途上国の中でも特に開発が遅れている国々。

取材協力 ： 浦野義人・ＪＩＣＡジュニア専門員（観光開発）

「
他
律
的
」か
ら
「
自
律
的
」へ

観
光
は
、
途
上
国
に
と
っ
て
大
き
な
可
能
性
を
秘
め
た
産
業
だ
。

観
光
は
、
途
上
国
に
と
っ
て
大
き
な
可
能
性
を
秘
め
た
産
業
だ
。

そ
の
恩
恵
が
、
地
域
住
民
に
も
行
き
わ
た
り
、

そ
の
恩
恵
が
、
地
域
住
民
に
も
行
き
わ
た
り
、

地
域
全
体
の
力
を

地
域
全
体
の
力
を
高
め
高
め
て
い
く
た
め
の
J
I
C
A
の
協
力
が
今
、

て
い
く
た
め
の
J
I
C
A
の
協
力
が
今
、

各
地
で
進
め
ら
れ
て
い
る
。

各
地
で
進
め
ら
れ
て
い
る
。

地
域
力
が

向
上
す
る

向
上
す
る

観
光
開
発
を

観
光
開
発
を

発
業
者
や
旅
行
会
社
、
ホ
テ
ル
チ
ェ
ー
ン
な
ど
の

外
部
資
本
が
主
導
的
に
開
発
を
進
め
る
観
光
、
つ

ま
り
そ
の
地
域
か
ら
見
る
と
「
他
律
的
観
光
開

発
」
が
主
流
だ
っ
た
。
資
本
力
や
技
術
力
の
な
い

開
発
途
上
国
に
と
っ
て
は
、
特
に
観
光
開
発
の
初

期
段
階
は
外
部
の
力
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
ケ
ー

ス
が
多
い
た
め
、
決
し
て
悪
い
こ
と
で
は
な
い
。

し
か
し
、
従
来
の
マ
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
代
表
さ
れ

る
他
律
的
観
光
開
発
の
中
に
は
、
観
光
地
と
な
っ

た
地
域
住
民
の
意
思
や
地
域
資
源
の
維
持
・
保
全

へ
の
配
慮
が
十
分
で
な
い
と
い
っ
た
理
由
か
ら
、

地
域
住
民
へ
の
裨
益
が
限
定
的
で
あ
っ
た
り
、
さ

ら
に
い
え
ば
、
環
境
問
題
な
ど
の
負
の
イ
ン
パ
ク

ト
が
生
じ
る
と
い
う
弊
害
が
見
ら
れ
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、
地
域

の
人
々
が
そ
れ
ぞ
れ
の
資
源
を
使
っ
て
持
続
可
能

な
「
自
律
的
観
光
開
発
」
を
推
進
す
る
た
め
の
協

力
を
展
開
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
①
観
光
省
や
地

方
観
光
局
な
ど
の
公
的
機
関
、
旅
行
会
社
や
ガ
イ

ド
組
合
と
い
っ
た
国
内
の
民
間
企
業
、
地
域
住
民

に
対
し
て
、
観
光
分
野
に
必
要
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
伝

え
る
人
材
育
成
、
②
そ
の
地
域
特
有
の
手
工
芸
・

民
芸
品
と
い
っ
た
地
場
産
品
の
み
な
ら
ず
、
地
域

の
史
跡
名
勝
な
ど
の
観
光
資
源
を
生
か
し
た
観
光

商
品
開
発
、
③
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
能
力
と
そ
の
実
施
体
制
の
支
援
な
ど
を

行
っ
て
い
る
。
そ
う
し
た
協
力
を
通
じ
て
、
地
域

の
人
々
の
収
入
向
上
、
雇
用
創
出
、
社
会
的
調
和

の
推
進
力
の
強
化
を
図
り
、
貧
困
削
減
に
も
貢
献

す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

　

国
際
社
会
に
お
い
て
も
、
観
光
開
発
は
〝
貧
困

削
減
の
手
段
〞
と
と
ら
え
ら
れ
て
お
り
、
観
光
施

設
や
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
と
い
っ
た
ハ
ー
ド
中
心
の

協
力
か
ら
、
近
年
は
文
化
・
自
然
保
全
と
の
両
立

を
目
指
し
た
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
人
材
育
成
、
観
光
商

品
開
発
な
ど
ソ
フ
ト
的
な
協
力
を
含
め
た
包
括
的

な
支
援
に
移
行
し
て
き
て
い
る
。

 

「
そ
の
際
に
大
切
な
の
は
、『
公
的
機
関
』『
民
間
』

『
地
域
住
民
』
が
三
位
一
体
と
な
る
こ
と
」
と
浦

野
義
人
・
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ジ
ュ
ニ
ア
専
門
員
は
話
す
。

つ
ま
り
、
観
光
振
興
に
向
け
て
三
者
が
〝
対
等
〞に

話
し
合
い
、
情
報
共
有
を
行
え
る
体
制
づ
く
り
が

自
律
的
観
光
開
発
の
カ
ギ
と
な
っ
て
く
る
の
だ
。

「
初
期
段
階
で
は
外
部
の
力
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な

く
と
も
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
協
力
で
三
者
の
能
力
が
強

化
さ
れ
、
『
ど
の
段
階
で
自
律
す
る
か
』
を
初
期

段
階
か
ら
三
者
が
共
有
し
、
そ
の
目
標
に
向
か
っ

て
共
に
観
光
開
発
を
推
進
す
る
こ
と
が
重
要
で

す
」
。

　

今
で
は
島
民
の
生
活
空
間
が
観
光
資
源
と
な
っ

て
潤
う
沖
縄
県
・
竹
富
島
も
、
か
つ
て
は
大
型
リ

ゾ
ー
ト
開
発
が
計
画
さ
れ
、
一
時
は
土
地
を
売
っ

て
外
部
資
本
に
依
存
す
る
道
を
進
む
か
否
か
の
選

択
に
迫
ら
れ
た
。
し
か
し
、
他
の
島
に
比
べ
て
琉

球
時
代
の
伝
統
的
な
建
築
物
が
多
く
残
さ
れ
て
い

た
こ
の
土
地
の
住
民
が
選
ん
だ
の
は
、
島
の
文
化

的
景
観
を
生
か
し
た
観
光
開
発
を
進
め
る
こ
と

だ
っ
た
。
そ
う
し
て
島
民
の
生
活
レ
ベ
ル
は
徐
々

に
改
善
さ
れ
、
1
9
8
7
年
に
は
国
の
「
重
要
伝

統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
」
に
指
定
さ
れ
る
ま

で
に
。「
島
の
価
値
を
初
め
て

気
付
か
せ
て
く
れ
た
の
は
、

全
国
の
民
芸
資
料
を
研
究

す
る
学
者
だ
っ
た
そ
う

で
す
。
こ
う
し
た
外
部

か
ら
の
情
報
が
地
域
の

人
々
の〝
気
付
き
〞を
生

み
、
そ
の
価
値
を
島
民

が
評
価
・
共
有
す
る
と

い
う
プ
ロ
セ
ス
を
踏
ん
だ
結
果
、

島
の
総
意
で
文
化
的
景
観
を
資
源
と
す
る
観
光
を

経
済
基
盤
に
す
る
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
て
る
よ
う
に
な

っ
た
。
そ
れ
が
地
域
力
の
向
上
に
つ
な
が
り
、『
自

律
的
観
光
開
発
』
に
も
結
び
付
く
の
で
す
」（
浦

野
さ
ん
）。

　

そ
の
意
味
で
、
外
部
者
で
あ
る
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
途

上
国
の
観
光
開
発
に
と
っ
て
重
要
な
存
在
。
地
域

の
人
々
の
気
付
き
を
促
し
な
が
ら
、
そ
の
地
域
の

宝
を
掘
り
起
こ
す
た
め
、〝
真
に
求
め
ら
れ
る
観

光
開
発
〞
へ
の
サ
ポ
ー
ト
を
こ
れ
か
ら
も
続
け
て

い
く
。

日
本
の
経
験
を
生
か
し
て

○c Photodisc/Getty Images

○c AFLO

○c AFLO
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現
地
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
言
葉

で
、「
森
の
国
」を
意
味
す
る
グ
ア
テ

マ
ラ
。そ
の
名
の
通
り
、深
い
緑
の
森

と
山
に
覆
わ
れ
た
こ
の
国
で
は
、
紀

元
前
３
世
紀
か
ら
１
２
０
０
年
以
上

に
わ
た
り
、
マ
ヤ
文
明
が
隆
盛
を
極

め
た
。現
在
も
、熱
帯
ジ
ャ
ン
グ
ル
の

中
に
そ
び
え
立
つ
遺
跡
が
当
時
の
栄

華
を
し
の
ば
せ
る
。

　

そ
の
グ
ア
テ
マ
ラ
で
今
、
急
成
長

し
て
い
る
の
が
観
光
産
業
。近
年
、産

品
別
の
外
貨
獲
得
額
で
、
観
光
は
伝

統
的
輸
出
産
品
で
あ
る
コ
ー
ヒ
ー
や

砂
糖
を
抜
き
第
１
位
と
な
っ
た
。マ

ヤ
の
遺
跡
、
ス
ペ
イ
ン
植
民
地
時
代

に
建
設
さ
れ
た
コ
ロ
ニ
ア
ル
都
市
、

森
や
湖
な
ど
の
美
し
い
自
然
が
、
国

内
外
の
人
々
を
ひ
き
つ
け
て
い
る
。

　

だ
が
一
方
で
、
発
展
は
そ
う
し
た

一
部
の
人
気
観
光
地
に
よ
っ
て
支
え

ら
れ
て
い
る
の
が
現
状
だ
。実
際
に

は
、
農
村
部
を
中
心
に
数
多
く
の
魅

力
的
な
観
光
資
源
が
点
在
す
る
も
の

の
、施
設
や
サ
ー
ビ
ス
の
不
足
、交
通

イ
ン
フ
ラ
の
未
整
備
な
ど
に
よ
り
、

そ
れ
ら
が
十
分
に
活
用
さ
れ
て
い
な

い
。こ
の
国
で
は
、２
人
に
１
人
が
１

日
２
ド
ル
以
下
※
の
生
活
を
送
り
、

特
に
農
村
部
で
は
７
割
以
上
が
貧
困

状
態
に
あ
る
。そ
の
た
め
、地
域
経
済

を
活
性
化
さ
せ
、
住
民
の
生
活
向
上

に
つ
な
げ
る
た
め
の
手
段
と
し
て
、

地
域
の
観
光
開
発
の
必
要
性
が
こ
れ

ま
で
以
上
に
高
ま
っ
て
い
る
。

　

中
南
部
の
コ
ロ
ニ
ア
ル
都
市
・
ア

ン
テ
ィ
グ
ア
か
ら
、
最
大
の
マ
ヤ
遺

跡
で
あ
る
北
部
の
テ
ィ
カ
ル
遺
跡
ま

で
約
２
５
０
キ
ロ
。こ
の
二
つ
の
世

界
遺
産
を
南
北
に
結
ぶ
道
路
の
周
辺

地
域
も
、
人
気
観
光
地
の〝
谷
間
〞の

一
つ
。ア
ン
テ
ィ
グ
ア
か
ら
テ
ィ
カ

ル
遺
跡
へ
の
移
動
に
は
多
く
の
人
が

飛
行
機
を
使
い
、
仮
に
陸
路
を
通
っ

て
も
こ
の
地
域
に
立
ち
寄
る
観
光
客

は
少
な
い
。

　

そ
う
し
た
状
況
を
受
け
て
Ｊ
Ｉ
Ｃ

生
活
向
上
の
手
段
と
し
て

Ａ
は
、
３
つ
の
県
に
ま
た
が
る
こ
の

地
域
一
帯
の
観
光
促
進
を
図
る
た

め
、２
０
０
７
年
か
ら「
観
光
自
治
管

理
委
員
会
強
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を

実
施
。観
光
産
業
に
か
か
わ
る
ア
ク

タ
ー（
企
業
、Ｎ
Ｇ
Ｏ
、住
民
な
ど
）の

連
携
を
促
し
、
各
地
の
観
光
開
発
を

主
導
す
る
「
観
光
自
治
管
理
委
員
会

（
Ｃ
Ａ
Ｔ
）」
の
能
力
向
上
を
目
指
し

て
い
る
。

　

具
体
的
に
は
、
潜
在
的
な
観
光
資

源
を
有
効
活
用
し
、
地
域
を
発
展
さ

せ
る
た
め
の
知
識
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
対

象
地
域
内
17
の
Ｃ
Ａ
Ｔ
に
指
導
。ま

た
、Ｃ
Ａ
Ｔ
が
地
域
住
民
に
対
し
て

行
う
研
修
の
実
施
・
運
営
を
支
援
し

て
い
る
ほ
か
、
将
来
的
に
Ｃ
Ａ
Ｔ
が

自
ら
効
果
的
な
観
光
開
発
を
進
め
て

い
け
る
よ
う
、
体
制
強
化
や
人
材
育

成
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。

　
「
最
近
は
団
体
の
観
光
客
が
バ
ス

で
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。以

前
は
め
っ
た
に
な
か
っ
た
こ
と
で

す
」。そ
う
笑
顔
を
見
せ
る
の
は
、
道

路
周
辺
の
と
あ
る
地
域
の
住
民
。隣

国
エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
か
ら
北
部
テ
ィ

カ
ル
遺
跡
な
ど
の
人
気
観
光
地
へ
向

か
う
観
光
客
が
途
中
で
立
ち
寄
る
よ

う
に
な
っ
た
と
い
う
。き
っ
か
け
は
、

Ｃ
Ａ
Ｔ
が
中
心
と
な
り
、
町
の
見
ど

こ
ろ
を
伝
え
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
マ

ッ
プ
」を
作
成
し
た
こ
と
。近
隣
の
ホ

テ
ル
や
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
に
置
い
た

り
、
エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
で
の
観
光
フ

ェ
ア
で
配
布
し
た
こ
と
な
ど
の
成
果

が
少
し
ず
つ
表
れ
始
め
て
い
る
。

　

マ
ッ
プ
は
、
地
域
住
民
が
Ｃ
Ａ
Ｔ

の
メ
ン
バ
ー
と
共
に
町
を
歩
い
て
見

つ
け
た
新
た
な
観
光
資
源
を
も
と
に

完
成
さ
せ
た
。プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
チ

ー
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・
平
林
啓
記
さ

ん
は
、「
こ
う
し
た
共
同
作
業
を
通

し
、
地
域
が
一
つ
に
な
っ
て
観
光
促

進
に
取
り
組
む
土
台
を
築
く
こ
と
が

で
き
た
」と
話
す
。プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

は
、
３
県
合
わ
せ
て
16
の
Ｃ
Ａ
Ｔ
で

同
様
の
マ
ッ
プ
が
作
ら
れ
た
。

　

一
方
、Ｃ
Ａ
Ｔ
と
職
業
訓
練
庁
と

の
連
携
で
、
観
光
収
入
と
な
る
民
芸

品
の
品
質
向
上
や
、
観
光
客
に
対
す

る
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
の
研
修
も

行
わ
れ
て
い
る
。民
族
衣
装
の
生
産

が
盛
ん
な
コ
バ
ン
市
で
、
織
物
な
ど

マ
ヤ
の
伝
統
的
な
民
芸
品
を
売
る
マ

リ
ア
・
マ
ク
ス
さ
ん
は
、「
研
修
で
織

物
が
色
落
ち
し
に
く
く
な
る
技
術
を

学
び
、
よ
り
多
く
の
観
光
客
に
買
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

と
喜
ぶ
。仲
間
に
は
、研
修
で
ミ
シ
ン

の
使
い
方
を
習
得
し
て
商
品
の
種
類

を
増
や
し
、
成
功
し
て
い
る
者
も
い

る
。ま
た
、英
語
や
接
客
マ
ナ
ー
な
ど

を
習
う
ホ
テ
ル
や
レ
ス
ト
ラ
ン
の
従

業
員
も
増
え
て
い
る
と
い
う
。

　

さ
ら
に
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
観
光
庁
と

協
力
し
、
観
光
地
で
の
休
憩
施
設
や

案
内
板
の
整
備
を
進
め
て
い
る
ほ

か
、
一
部
の
道
路
未
舗
装
区
間
の
舗

装
を
進
め
る
よ
う
、
自
治
体
や
関
係

省
庁
に
働
き
掛
け
て
い
る
。観
光
庁

の
ヘ
レ
ー
ネ
・
シ
ュ
レ
ハ
フ
さ
ん
も
、

「
こ
の
地
域
の
観
光
産
業
を
活
性
化

さ
せ
、
い
つ
の
日
か
、
魅
力
あ
る〝
観

光
回
廊
〞
と
し
て
発
展
さ
せ
て
い
き

た
い
」と
話
す
。

　

Ｃ
Ａ
Ｔ
を
中
心
に
、
観
光
開
発
と

い
う
一
つ
の
目
標
に
向
け
て
立
ち
上

が
っ
た
グ
ア
テ
マ
ラ
の
人
々
。か
つ

て
栄
え
た
マ
ヤ
文
明
の
よ
う
に
、
無

限
の
可
能
性
と
魅
力
に
あ
ふ
れ
た
こ

の
地
域
が
、
多
く
の
観
光
客
で
に
ぎ

わ
う
日
も
、
そ
う
遠
く
は
な
い
は
ず

だ
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
マ
ッ
プ
で

町
の
魅
力
を
整
理

from グアテマラ
GUATEMALA

f rom

GUATEMALA
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JICAは、人気観光地の“谷間”となってしまった地域で、
観光開発を進めていくための支援を行っている。

August 2010                         0809                         August 2010



　
　
　
　
　
　
　

　

日
本
か
ら
飛
行
機
で
約
9
時
間
、

イ
ン
ド
洋
に「
光
輝
く
島
」と
呼
ば
れ

る
国
が
あ
る
。

　
「
ス
リ
ラ
ン
カ
」―
紅
茶
の
生
産

地
と
し
て
、
耳
に
し
た
こ
と
が
あ
る

人
も
多
い
か
も
し
れ
な
い
。近
隣
に

あ
る
の
は
、
バ
ッ
ク
パ
ッ
カ
ー
の
聖

地
と
し
て
名
高
い
イ
ン
ド
や
、
世
界

的
な
リ
ゾ
ー
ト
地
と
し
て
知
ら
れ
る

モ
ル
デ
ィ
ブ
。し
か
し
、こ
れ
ら
の
国

に
行
っ
た
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
ス
リ

ラ
ン
カ
を
旅
し
た
こ
と
が
あ
る
人

は
、
果
た
し
て
ど
の
く
ら
い
い
る
だ

ろ
う
か
。

　

２
０
０
９
年
５
月
ま
で
続
い
た
民

族
紛
争
の

影
響
も
あ

り
、〝
観
光
〞

を
楽
し
む
に

は
治
安
へ
の
不

安
が
付
き
ま
と
っ

て
い
た
こ
の
国
。し

か
し
、
北
海
道
の
面
積
に
も
満
た
な

い
国
土
は
、
美
し
い
海
と
緑
に
囲
ま

れ
、
７
つ
も
の
世
界
遺
産
に
恵
ま
れ

て
い
る
。こ
の
魅
力
を
世
界
に
伝
え
、

国
の
発
展
の
糧
と
し
た
い
―
。紛
争

が
終
結
し
た
今
、
政
府
は「
観
光
」を

国
家
政
策
の
一
つ
に
掲
げ
、
各
地
域

で
そ
の
可
能
性
を
探
っ
て
き
た
。

　

特
に
注
目
さ
れ
て
い
る
の
が
、
島

の
中
心
部
に
あ
る
ダ
ン
ブ
ッ
ラ
地

区
。２
つ
の
世
界
遺
産
を
有
し
、自
然

豊
か
な
湖
や
仏
教
遺
跡
、
マ
ー
ケ
ッ

ト
な
ど
、
実
に
個
性
豊
か
な
要
素
が

散
り
ば
め
ら
れ
て
い
る
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

も
こ
れ
ら
を
観
光
資
源
と
し
て
生
か

し
、ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
べ
く
、地

域
の
人
た
ち
と
共
に
、
観
光
振
興
の

取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

　

中
で
も
、
ジ
ャ
ン
グ
ル
の
中
に
そ

び
え
立
つ
巨
大
な
岩
山
「
シ
ー
ギ
リ

ヤ
ロ
ッ
ク
」は
、観
光
の
目
玉
と
し
て

大
き
く
期
待
さ
れ
て
い
る
。５
世
紀

２
つ
の
奇
跡

世
界
遺
産
の
恵
み
を
生
か
し
て

後
半
、
巨
大
な
岩
の
頂
上
に
築
き
上

げ
ら
れ
た
王
宮
の
遺
跡
。古
代
の
画

家
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
壁
画
な
ど
も

残
っ
て
お
り
、
そ
の
神
秘
的
な
魅
力

は
、
訪
れ
た
者
の
み
が
感
じ
る
こ
と

の
で
き
る
特
権
だ
。

　

し
か
し
、こ
れ
ま
で
は
岩
山
に〝
登

る
だ
け
〞。シ
ー
ギ
リ
ヤ
ロ
ッ
ク
の
背

景
に
あ
る
歴
史
な
ど
を
伝
え
る
場
所

も
人
も
存
在
し
な
か
っ
た
。そ
こ
で

昨
年
７
月
、
日
本
の
協
力
で
完
成
し

た
の
が
「
シ
ー
ギ
リ
ヤ
博
物
館
」。周

辺
の
ア
ク
セ
ス
道
路
や
ト
イ
レ
な
ど

も
、
円
借
款
で
整
備
が
進
め
ら
れ
て

い
る
。さ
ら
に
現
在
、博
物
館
の
運
営

能
力
向
上
を
目
指
し
て
「
シ
ー
ギ
リ

ヤ
に
お
け
る
地
域
主
導
型
観
光
振
興

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」も
進
行
中
だ
。

　
「
コ
ン
セ
プ
ト
は
〝
参
加
型
〞
の
博

物
館
で
す
」
と
チ
ー
フ
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
の
土
井
章
・
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
専
門
家
。

「
来
て
、見
て
、楽
し
い
」施
設
を
目
指

し
、
来
館
者
が
参
加
で
き
る
特
別
展

示
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
積
極
的
に
実

施
し
て
い
く
。そ
の
第
一
弾
と
し
て
、

開
館
式
で
は
地
域
の
子
ど
も
た
ち
を

対
象
に
絵
画
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
。

後
日
、彼
ら
の
作
品
、開
会
式
の
写
真

な
ど
の
展
示
も
行
っ
た
。「
パ
ネ
ル
の

製
作
か
ら
空
間
の
使
い
方
ま
で
、
博

物
館
の
ス
タ
ッ
フ
と
一
緒
に
考
え
た

最
初
の
試
み
で
す
」と
土
井
さ
ん
。外

国
人
だ
け
で
な
く
、
都
市
部
で
暮
ら

す
国
内
観
光
客
に
も
シ
ー
ギ
リ
ヤ
周

辺
の
文
化
を
伝
え
た
い
と
、
地
域
博

物
館
な
ら
で
は
の
企
画
を
模
索
し
て

い
る
。

　

現
在
、博
物
館
の
来
館
者
数
は
、シ

ー
ギ
リ
ヤ
ロ
ッ
ク
を
訪
れ
る
人
の
約

３
割
。館
内
に
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る
な
ど
、
ダ

ン
ブ
ッ
ラ
地
区
の
観
光
拠
点
と
し
て

の
役
割
も
強
化
し
て
い
く
計
画
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。

　
「
観
光
振
興
は
、ま
ち
づ
く
り
の
一

環
で
も
あ
る
」
と
土
井
さ
ん
は
強
調

す
る
。「
で
す
か
ら
、
そ
の
担
い
手
と

な
れ
る
の
は
、
地
域
の
住
民
自
身
な

ん
で
す
」。そ
こ
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

立
ち
上
げ
た
の
が「
ダ
ン
ブ
ッ
ラ
・
シ

ー
ギ
リ
ヤ
観
光
振
興
協
会
（
Ａ
Ｄ
Ｓ

Ｔ
Ｐ
）」。日
本
の
観
光
協
会
を
モ
デ

ル
に
、ホ
テ
ル
や
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
、女

性
グ
ル
ー
プ
な
ど
が
集
ま
り
、
地
域

全
体
の
観
光
振
興
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
を
協
働
で
行
う
た
め
の
組
織
だ
。

　
「
実
は
、こ
れ
ま
で
ス
リ
ラ
ン
カ
に

は
観
光
協
会
と
呼
ば
れ
る
も
の
が
一

つ
も
な
か
っ
た
ん
で
す
」と
木
村
剛
・

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
専
門
家
。「
ス
リ
ラ
ン
カ
で

は
最
初
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
な
の
で
、

組
織
の
体
制
づ
く
り
か
ら
予
算
管
理

ま
で
、
観
光
協
会
と
し
て
機
能
す
る

ま
で
道
の
り
は
遠
い
」と
い
う
。こ
の

活
動
を
側
面
支
援
す
べ
く
、
青
年
海

外
協
力
隊
の
青
木
杏
里
さ
ん
も
、
観

光
情
報
を
ま
と
め
た
冊
子
の
作
成
や

土
産
物
の
開
発
な
ど
に
取
り
組
む
。

「
赴
任
当
時
は
、
ま
だ
地
域
の
中
に

〝
観
光
振
興
っ
て
何
？
〞と
い
う
雰
囲

気
が
あ
り
ま
し
た
。で
も
、少
し
ず
つ

彼
ら
の
気
持
ち
に
変
化
が
起
こ
っ
て

い
る
の
を
感
じ
て
い
ま
す
」。

　

今
年
５
月
に
は
、Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｔ
Ｐ
の

メ
ン
バ
ー
に
日
本
の
観
光
振
興
の
現

状
や
観
光
協
会
の
取
り
組
み
を
学
ん

で
も
ら
お
う
と
、
日
本
で
研
修
を
実

施
。木
村
さ
ん
の
引
率
の
下
、
金
沢
、

白
川
郷
、京
都
な
ど
を
視
察
し
た
。Ａ

Ｄ
Ｓ
Ｔ
Ｐ
会
長
を
務
め
る
ヘ
ー
ラ
ッ

ト
さ
ん
は
、「
特
に
印
象
的
だ
っ
た
の

が
、金
沢
の
人
た
ち
。自
分
た
ち
に
直

接
的
な
利
益
が
な
く
て
も
、
積
極
的

に
観
光
産
業
に
参
加
し
て
い
る
。私

た
ち
が
成
功
す
る
た
め
に
は
、
地
域

の
人
を
ど
う
巻
き
込
ん
で
い
く
か
が

重
要
だ
と
い
う
こ
と
を
再
認
識
し
ま

し
た
」と
話
す
。

　

さ
ら
に
土
井
さ
ん
は
、「
遺
跡
保
存

と
観
光
振
興
を
両
立
さ
せ
る
こ
と
は

非
常
に
難
し
い
。ダ
ン
ブ
ッ
ラ
地
区

も
直
面
す
る
壁
で
す
」
と
も
指
摘
す

る
。地
域
の
遺
産
を
守
り
な
が
ら
魅

力
を
伝
え
て
い
く
―
そ
れ
が
で
き

る
の
は
、
そ
の
土
地
を
一
番
理
解
し

て
い
る
住
民
し
か
い
な
い
。

観
光
協
会
が
中
心
と
な
り

地
域
振
興
を
図
る

from スリランカ
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四
半
世
紀
に
わ
た
る
内
戦
が
終
結
し
、

今
、復
興
の
真
っ
た
だ
中
に
あ
る
ス
リ
ラ
ン
カ
。

そ
の
ツ
ー
ル
の
一
つ
に
考
え
ら
れ
て
い
る
の
が
、

地
域
の
資
源
を
生
か
し
た「
観
光
」だ
。

島
の
中
心
部
、２
つ
の
世
界
遺
産
を
有
す
る
ダ
ン
ブ
ッ
ラ
地
区
で
は
、

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
支
援
に
よ
り
観
光
振
興
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

大自然の中に雄大にそびえ立つシーギリヤロック。スリランカ
の人々の誇りだ（撮影：久野真一）

自然と一体化した造りになっているシーギリヤ博物館。館内にはスロープも設置され、障がい
者の訪問にも考慮されている（撮影：久野真一）

（上）博物館の展示の維持管理について指導する
永金宏文・ＪＩＣＡ専門家
（中）「シーギリヤのわな」をテーマにした展示。シー
ギリヤ地方に伝わる、焼き畑を動物による被害から
守るために仕掛けられる“わな”を再現した
（下）博物館のロビーに、自分たちが描いた絵が飾ら
れているのをうれしそうに眺める子どもたち

スリランカ
コロンボ

ダンブッラ地区

インド
シーギリヤ

「白川郷案内の会」の上手重一さんから、
白川郷の歴史、保存運動、景観保存のた
めの住民の活動などについて説明を受ける
スリランカの研修員たち

f rom
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特集
観光開発
地域の宝を
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ガーナ

アクラ

ナイジェリア

　
　
　
　
　
　
　

　
「
ア
ク
ワ
バ
！（
よ
う
こ
そ
！
）」

　

ガ
ー
ナ
を
訪
れ
る
者
の
多
く
は
、

人
々
の
盛
大
な
歓
迎
ぶ
り
と
そ
の
満

面
の
笑
み
に
、
心
を
揺
さ
ぶ
ら
れ
る

と
い
う
。特
に
、縁
あ
っ
て
再
び
こ
の

国
に
戻
っ
た
外
国
人
は
、
ま
る
で
ふ

る
さ
と
に
帰
っ
て
き
た
か
の
ご
と
く

迎
え
ら
れ
る
。ガ
ー
ナ
の
魅
力
の
一

つ
と
し
て
訪
問
者
が
口
を
そ
ろ
え
て

絶
賛
す
る
、
人
々
の
優
し
さ
や
温
か

さ
を
象
徴
す
る
か
の
よ
う
だ
。

　

そ
ん
な
彼
ら
の
人
間
性
と
も
決
し

て
無
関
係
で
は
な
い
だ
ろ
う
。近
年
、

ガ
ー
ナ
を
訪
れ
る
人
々
は
増
え
続
け

て
い
る
。１
９
９
０
年
に
は
14
万
人

ほ
ど
だ
っ
た
海
外
か
ら
の
訪
問
者
数

は
、
２
０
０
６
年
に
は
約
50
万
人
を

記
録
。政
治
や
経
済
の
安
定
に
も
後

押
し
さ
れ
、観
光
業
は
、世
界
有
数
の

産
出
量
を
誇
る
カ
カ
オ
、金
に
次
ぎ
、

第
三
の
外
貨
獲
得
源
と
な
る
ま
で
に

成
長
し
た
。欧
米
か
ら
の
バ
ッ
ク
パ

ッ
カ
ー
や
、
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
な
ど
周

辺
国
か
ら
の
旅
行
客
が
増
加
し
て
い

る
ほ
か
、
最
近
は
自
ら
の
ル
ー
ツ
を

求
め
て〝
巡
礼
旅
行
〞を
す
る
ア
フ
リ

カ
系
欧
米
人
の
姿
も
目
立
つ
。目
玉

と
な
る
観
光
地
は
、
か
つ
て
奴
隷
貿

易
の
拠
点
と
な
っ
た
南
部
海
岸
沿
い

の
要
塞
、
17
世
紀
か
ら
栄
え
た
王
国

の
伝
統
的
建
築
物
群
と
い
っ
た
世
界

遺
産
、
そ
し
て
貴
重
な
野
生
生
物
が

数
多
く
生
息
す
る
野
生
保
護
区
な

ど
。ま
た
、外
国
人
旅
行
客
向
け
の
高

級
リ
ゾ
ー
ト
も
好
調
だ
。

　

だ
が
そ
う
し
た
観
光
産
業
が
拡
大

す
る
一
方
で
、
明
ら
か
に
な
っ
て
き

た
問
題
も
多
い
。す
で
に
人
気
の
高

い
観
光
地
以
外
に
、
看
板
と
な
る
観

光
資
源
が
十
分
で
な
い
上
、
観
光
客

に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
民
間
部
門

も
規
模
が
小
さ
く
脆
弱
だ
。例
え
ば
、

一
部
の
外
資
系
高
級
ホ
テ
ル
を
除
け

ば
、
宿
泊
先
の
予
約
が
理
由
な
く
キ

ャ
ン
セ
ル
さ
れ
て
い
た
り
、
フ
ロ
ン

ト
係
が
宿
泊
費
を
計
算
で
き
な
か
っ

た
り
、と
い
う
の
は
よ
く
聞
く
話
。そ

れ
以
外
に
も
、「
人
材
」、「
宣
伝
・
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
」、「
投
資
」な
ど
、
足

り
な
い
も
の
は
た
く
さ
ん
あ
る
。

成
長
す
る
観
光
産
業
の
裏
で

　

ガ
ー
ナ
を
観
光
立
国
に
―
。90
年

代
後
半
よ
り
、
政
府
は
国
家
開
発
戦

略
の
重
点
分
野
の
一
つ
に
観
光
を
掲

げ
、
観
光
省
が
中
心
と
な
っ
て
さ
ま

ざ
ま
な
政
策
を
打
ち
出
し
て
き
た
。

し
か
し
、
観
光
振
興
を
進
め
て
い
く

上
で
重
要
な
民
間
部
門
と
の
連
携
や

支
援
策
が
十
分
で
は
な
く
、
そ
の
成

果
は
思
う
よ
う
に
上
が
ら
な
か
っ
た

と
い
う
。

　

本
来
、観
光
振
興
に
は
、観
光
客
を

呼
び
込
む
企
画
や
観
光
商
品
を
開
発

す
る〝
民
間
部
門
〞と
、
制
度
や
イ
ン

フ
ラ
整
備
を
通
じ
て
そ
の
活
動
を
サ

ポ
ー
ト
す
る〝
政
府
〞と
の
一
体
と
な

っ
た
取
り
組
み
が
欠
か
せ
な
い
。そ

こ
で
、「
官
」と「
民
」の

関
係
者
が
一
堂
に
会

し
、
観
光
振
興
の
た
め

に
何
を
す
べ
き
か
を
話

し
合
い
、計
画
を
立
て
、

実
行
し
て
い
く
た
め
の

〝
仕
組
み
〞を
つ
く
ろ
う

と
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
06
年

か
ら
「
観
光
振
興
支
援

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
実

施
。観
光
省
を
は
じ
め

と
す
る「
官
」と
、
旅
行

代
理
店
、
ホ
テ
ル
経
営

者
、
バ
ス
会
社
な
ど
観

光
産
業
に
関
連
す
る
さ

ま
ざ
ま
な「
民
」の
関
係
者
で
構
成
さ

れ
る
「
官
民
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
フ

ォ
ー
ラ
ム
（
Ｐ
Ｐ
Ｐ
フ
ォ
ー
ラ
ム
）」

の
設
立
を
支
援
し
、
年
４
回
の
会
議

を
柱
に
、
官
民
が
共
同
で
取
り
組
む

さ
ま
ざ
ま
な
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
を
行

っ
て
き
た
。

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
専
門
家
と
し
て
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
携
わ
っ
た
株
式
会
社
パ
デ

コ
の
下
村
剛
史
さ
ん
は
、「
最
初
は
、

な
ぜ
連
携
が
重
要
な
の
か
を
認
識
し

て
も
ら
う
こ
と
か
ら
始
め
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
で
し
た
」と
振
り
返
る
。

だ
が
時
期
を
追
う
ご
と
に
、
フ
ォ
ー

ラ
ム
で
得
ら
れ
る
知
識
や
情
報
、
そ

こ
で
生
ま
れ
る
人
と
人
と
の
つ
な
が

り
な
ど
が
評
価
さ
れ
、
そ
の
規
模
も

拡
大
し
て
い
っ
た
。ま
た
、パ
イ
ロ
ッ

ト
事
業
の
成
果
と
し
て
、
海
外
で
観

光
広
報
な
ど
を
行
う
「
ガ
ー
ナ
観
光

局
」
の
設
立
に
向
け
た
準
備
が
進
め

ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
民
間
の
人
材
育

成
の
た
め
の
研
修
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
も

整
備
。さ
ら
に
、海
外
で
の
広
報
映
像

や
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ロ
ゴ
も
製
作
さ

れ
、
広
報
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
も
開
発
さ

れ
た
。

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
支
援
は
09
年
に
終
了

し
た
が
、
そ
の
後
も
フ
ォ
ー
ラ
ム
で

は
、「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」、「
商
品
開

発
」、「
投
資
促
進
」な
ど
の
観
点
か
ら

観
光
振
興
を
考
え
、
形
に
し
て
い
く

た
め
の
議
論
が
活
発
に
続
け
ら
れ
て

い
る
。ま
た
、旅
行
客
に
さ
ま
ざ
ま
な

観
光
情
報
を
提
供
す
る
「
ア
ク
ラ
・

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
」
の
建
設
も
予

定
さ
れ
る
な
ど
、
引
き
続
き
成
果
も

期
待
で
き
そ
う
だ
。一
方
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

も
、08
年「
第
４
回
ア
フ
リ
カ
開
発
会

議
（
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
Ⅳ
）」
で
日
本
が
観

光
促
進
支
援
を
表
明
し
た
こ
と
を
受

け
、
ア
フ
リ
カ
各
国
で
の
協
力
の
可

能
性
に
つ
い
て
検
討
を
始
め
て
い

る
。

　

官
民
が
連
携
し
、
観
光
立
国
と
い

う
目
標
に
向
け
、
第
一
歩
を
踏
み
出

し
た
ガ
ー
ナ
。「
少
な
く
と
も
、
今
後

の
土
台
と
な
る
も
の
は
築
け
た
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
」と
、下
村
さ

ん
も
手
応
え
を
感
じ
て
い
る
。今
度

は
そ
の
礎
を
も
と
に
、
彼
ら
が
自
ら

の
手
で
成
果
を
国
内
に
広
げ
て
い
く

番
だ
。

　

何
年
か
後
に
は
、
も
っ
と
多
く
の

「
ア
ク
ワ
バ
！
」が
聞
か
れ
る
に
違
い

な
い
―
。底
抜
け
に
明
る
く
、ホ
ス
ピ

タ
リ
テ
ィ
ー
あ
ふ
れ
る
こ
の
国
の

人
々
を
見
て
い
る
と
、
そ
う
思
え
て

く
る
。

「
官
」と「
民
」が
出
会
う
場
を

from ガーナ
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ぜ
い
じ
ゃ
く

観光を国の重点開発分野の一つに掲げているガーナ。
そのカギとなる、政府と民間の協力による観光振興。

JICAはこの仕組みづくりを支援している。

南部の海岸沿いにある、かつて奴隷貿易の拠点となった要塞、エルミナ城（上）とケープ・コースト城
（下）。共に世界遺産に指定されているが、さらに観光地として整備を進める必要がある

アクラ市内に軒を連ねる土産物屋。商品の品質や種類などに、まだまだ
改善の余地がある

08年には、サッカーのアフリカネーションズカップがガーナで開催され、他国から
の訪問者への観光プロモーションも行われた

い
し
ず
え

http://www.touringghana.com/

撮影：今村健志朗

PPPフォーラムの活動をもとに作られた広
報ウェブサイト。観光省によって管理され、
官民双方のさまざまな意見が取り入れられ
ている
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ヨ
ル
ダ
ン
に「
マ
ン
サ
フ
」と
呼
ば

れ
る
伝
統
料
理
が
あ
る
。羊
を
丸
ご

と
煮
込
み
、
各
家
庭
に
伝
わ
る
味
付

け
で
仕
上
げ
る
。お
祝
い
事
や
客
を

も
て
な
す
時
に
は
欠
か
せ
な
い
一
品

だ
。ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ど
に
比
べ
て
、日

本
か
ら
の
観
光
客
が
ま
だ
少
な
い
中

東
地
域
。観
光
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
は

載
っ
て
い
な
い
、
こ
う
し
た
人
情
味

あ
ふ
れ
た
食
文
化
が
あ
る
こ
と
は
、

残
念
な
が
ら
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な

い
。

　

し
か
し
今
、
ヨ
ル
ダ
ン
で
は
観
光

産
業
に
対
す
る
可
能
性
が
高
ま
っ
て

い
る
。死
海
や
世
界
遺
産
の
ペ
ト
ラ

遺
跡
、
映
画
「
ア
ラ
ビ
ア
の
ロ
レ
ン

ス
」
の
舞
台
に
も
な
っ
た
ワ
デ
ィ
ラ

ム
砂
漠
だ
け
で
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な

時
代
を
象
徴
す
る
遺
跡
や
建
築
物

は
、
私
た
ち
を
歴
史
の
教
科
書
の
よ

う
な
世
界
に
導
い
て
く
れ
る
。実
際
、

欧
米
諸
国
を
中
心
に
観
光
客
は
年
々

増
加
。観
光
産
業
は
、貿
易
外
収
支
の

２
割
を
占
め
て
い
る
。

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
も
早
く
か
ら
こ
の
可
能

性
に
注
目
し
、
１
９
９
４
年
に
ヨ
ル

ダ
ン
全
土
を
対
象
に
観
光
開
発
の
た

め
の
調
査
を
開
始
。調
査
結
果
に
基

づ
き
、99
年
か
ら
は
円
借
款
に
よ
り
、

首
都
ア
ン
マ
ン
、死
海
、カ
ラ
ク
、サ

ル
ト
の
４
地
域
を
対
象
に
、
観
光
ゾ

ー
ン
や
博
物
館
な
ど
の
整
備
を
行
っ

て
き
た
。さ
ら
に
２
０
０
４
〜
07
年

に
は
、「
博
物
館
活
動
を
通
じ
た
観
光

振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
実
施
。円
借

款
で
整
備
し
た
４
つ
の
博
物
館
を
対

象
に
、
自
立
的
運
営
に
向
け
た
能
力

強
化
を
行
っ
た
。

　

す
で
に
開
館
し
て
い
る
カ
ラ
ク
考

古
博
物
館
と
死
海
博
物
館
で
は
、
カ

ラ
ク
城
や
死
海
な
ど
、
観
光
名
所
に

つ
い
て
の
知
識
を
深
め
る
こ
と
が
で

き
る
と
評
判
で
、
新
た
な
観
光
ス
ポ

ッ
ト
と
し
て
定
着
し
つ
つ
あ
る
。

「
観
光
」を
国
の
産
業
の
柱
に

　

歴
史
資
料
館
の
オ
ー
プ
ン
を
間
近

に
控
え
る
サ
ル
ト
で
は
、
さ
ら
な
る

観
光
の
可
能
性
を
探
る
べ
く
「
サ
ル

ト
・
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
の
計
画

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。首
都
か
ら
車

で
約
30
分
、
3
つ
の
小
高
い
丘
に
囲

ま
れ
た
町
並
み
が
美
し
く
、
ど
こ
か

ふ
る
さ
と
に
帰
っ
て
来
た
よ
う
な
懐

か
し
さ
さ
え
感
じ
る
。特
に
大
き
な

観
光
資
源
が
あ
る
訳
で
は
な
い
が

「
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
に
あ
ふ
れ
た
町
」で

あ
る
と
、
J
I
C
A
の
サ
ル
ト
観
光

開
発
に
協
力
す
る
北
海
道
大
学
観
光

学
高
等
研
究
セ
ン
タ
ー
の
西
山
徳
明

教
授
は
言
う
。

　

エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
は
、
町
中

に
あ
る〝
リ
ビ
ン
グ
ヘ
リ
テ
ー
ジ（
生

き
た
遺
産
）〞を
観
光
資
源
と
し
て
活

用
し
、
町
全
体
を
博
物
館
に
見
立
て

る
と
い
う
発
想
。つ
ま
り
、サ
ル
ト
市

内
に
あ
る
建
物
、樹
木
、道
、さ
ら
に

は
地
域
の
人
ま
で
が
そ
の
資
源
に
な

り
う
る
の
だ
。「
サ
ル
ト
は
も
と
も
と

商
人
の
町
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
ホ

ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
ー
に
あ
ふ
れ
て
い
ま

す
。個
性
的
な
イ
ス
ラ
ム
建
築
や
ス

ー
ク（
マ
ー
ケ
ッ
ト
）な
ど
、
地
域
の

人
に
と
っ
て
は
〝
当
た
り
前
に
あ
る

も
の
〞に
実
は
魅
力
が
あ
る
ん
で
す
。

ヨ
ル
ダ
ン
人
の〝
心
〞や〝
文
化
〞の
ル

ー
ツ
を
示
す
舞
台
と
し
て
は
、
最
適

の
観
光
地
だ
と
確
信
し
て
い
ま
す
」

（
西
山
先
生
）。

　

エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
実
現
に
向

け
て
、08
〜
２
０
１
０
年
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

は
青
年
海
外
協
力
隊
で
構
成
さ
れ
た

調
査
チ
ー
ム
を
派
遣
。エ
コ
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
の
全
体
計
画
を
立
て
た
上

で
、
ま
ず
は
サ
ル
ト
の
風
情
あ
る
町

並
み
を
構
成
す
る〝
建
築
物
〞に
注
目

し
、自
ら
町
を
歩
い
て
、建
築
年
代
や

敷
地
面
積
、素
材
、装
飾
な
ど
、さ
ま

ざ
ま
な
角
度
か
ら
デ
ー
タ
を
収
集
し

た
。「
壁
に
建
築
さ
れ
た
年
代
が
刻
ま

れ
て
い
た
り
、〝
サ
ル
ト
石
〞と
呼
ば

れ
る
地
域
特
有
の
黄
色
の
石
灰
岩
が

使
わ
れ
て
い
た
り
と
、
観
光
資
源
と

し
て
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
、
歴
史
的
な

建
築
物
が
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
」
と
調
査
メ
ン
バ
ー
の

村
上
佳
代
さ
ん
。サ
ル
ト
に
昔
か
ら

伝
わ
る
話
な
ど
を
聞
く
た
め
に
、
町

の
歴
史
に
詳
し
い〝
古
老
〞と
呼
ば
れ

る
人
々
に
も
話
を
聞
い
た
と
い
う
。

　

訪
問
先
の
民
家
で
は
最
初
、「
何
の

た
め
に
？
」
と
い
う
顔
を
さ
れ
る
こ

と
も
多
か
っ
た
。し
か
し
そ
の
度
に
、

隊
員
た
ち
は
サ
ル
ト
の
歴
史
的
価

値
、
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
説
明
を

続
け
た
。サ
ル
ト
の
町
の
魅
力
を
伝

え
た
い
―
。目
指
す
も
の
は
極
め
て

シ
ン
プ
ル
だ
。「
そ
の
う
ち
私
た
ち
隊

員
の
存
在
が
広
ま
っ
て
い
っ
て
、『
朝

ご
は
ん
を
食
べ
て
行
か
な
い
？
』
と

か
『
今
度
マ
ン
サ
フ
食
べ
に
お
い
で

よ
』と
か
、温
か
い
言
葉
を
掛
け
て
く

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。こ
う
い

う
地
元
な
ら
で
は
の
文
化
に
、
観
光

客
に
も
触
れ
て
ほ
し
い
で
す
ね
」
と

期
待
す
る
。　

　

村
上
さ
ん
た
ち
は
、
足
掛
け
2
年

で
１
０
１
７
軒
の
デ
ー
タ
を
収
集
。

今
年
5
月
に
は
、
調
査
で
撮
り
た
め

た
サ
ル
ト
の
写
真
展
を
開
催
し
た
。

「
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
主
役
は
現

地
の
人
た
ち
。ま
ず
は
彼
ら
に
、私
た

ち
日
本
人
か
ら
見
た
サ
ル
ト
の
魅
力

を
伝
え
た
か
っ
た
ん
で
す
」。さ
ら

に
、
現
地
の
人
の
手
で
調
査
を
続
け

て
い
け
る
よ
う
、
観
光
遺
跡
省
や
博

物
館
の
職
員
ら
を
対
象
に
調
査
手
法

を
指
導
。デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
使
い
方

の
講
習
会
な
ど
を
行
っ
た
。本
格
的

な
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
実
現
に
向

け
て
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
も
さ
ら
な
る
支
援

を
続
け
て
い
く
方
針
だ
。

　
「
煙
の
出
な
い
、つ
ま
り
環
境
に
優

し
い
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
が
、
観
光

分
野
で
果
た
す
役
割
は
非
常
に
大
き

い
」
と
西
山
先
生
。「
途
上
国
が
自
律

的
発
展
に
向
け
、
自
国
に
誇
り
を
持

っ
て
取
り
組
め
る
最
適
な
ア
プ
ロ
ー

チ
で
も
あ
り
ま
す
」。

　

町
を
守
り
な
が
ら
、
自
分
た
ち
の

文
化
を
観
光
資
源
と
し
て
生
か
し
て

い
く
―
。サ
ル
ト
の
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
が
、
途
上
国
の〝
町
〞の
観
光
モ

デ
ル
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で

環
境
に
も
配
慮

from ヨルダン
JORDAN

今、新たな観光地として注目が集まっている中東。
特に、死海やペトラ遺跡など、豊富な観光資源に恵まれているヨルダンでは、
さらなる経済発展のため、観光産業に対する期待が高まっている。
ＪＩＣＡもその可能性に注目し、ソフトとハードを組み合わせた

包括的な支援を行っている。

サルトにある建築物を一軒一軒調査。
「町を歩けば歩くほど、さまざまな魅力が
見えてきました。教育、歴史、宗教などで
カテゴリー分けして、観光プランを作って
いければ」（村上さん）

（上）死海博物館に併設される展望台レストラン。
遠くパレスチナを望み、地元の人にも親しまれている
（下）展望台から見るカラク城。誰もが圧倒される存
在感を持つ

地元の子どもたちを対象にお菓子の家を作るイベ
ントを実施。ウェハースやチョコレートなどを積み上
げ、サルトの伝統建築を模したケーキを作った。サル
トの伝統建築や歴史について、興味を持って勉強
してもらうのが狙い

丘に囲まれたサルトの町並み。「日本で
いう京都。外国人観光客に推薦したい
場所です」（西山先生）

カラク

アンマン

ヨルダン

死海

サルト

f rom
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観光地に行くと、必ず買って帰るのがお土産。
その土地でしか買えない、珍しい品物を探すのが、
旅の楽しみという人も多いのではないだろうか。

ここでは、JICAの支援により開発されたMONOの一部を紹介。

このページで紹介されたMONOを読者の方にプレゼント！  応募方法は38ページを参照。
（色・柄は選べませんので、あらかじめご了承ください）

「グアテマラ観光自治管理委員会強化プロジェクト」
を通じて、地域の伝統産品を活用した観光開発が進
行中。JICAの協力の下、品質や生産技術向上のた
めの研修、マーケティング支援などが進められてい
る。トウモロコシ人形、モロ細工、木工細工など、各地
域の素材で作られた商品が、その土地の魅力を観
光客に伝える手段にもなっている。（8ページに関連
記事）
※各村のマーケットで購入可能。

「官民連携による持続可能な観光振興プロジェクト」では、毎週末、ジェリコ市内で
バザールを開いている。多数のお土産物屋が出店しているが、中でも、砂絵職人の
ジャマールさんの作品が人気。ガラスの瓶にカラフルな砂を入れ、ラクダや砂漠など
の絵を描く彼のブースには、いつも人だかりができている。プロジェクトでは、商品の
陳列や接客についても工夫を凝らす。
※ジェリコ市内のバザールや国内の観光地で購入可能（サボテン付きはバザール限定）。

日本の旅行ガイドブックにも掲
載されている「Cambod ian 
Pepper」。コショウが入ってい
る巾着袋は、実は青年海外協
力隊の指導を受けてカンポット
技能専門校の訓練生が製作
したもの。カンボジアの植物・
果物の皮を使って染められた
布を、ミシンで縫い合わせてい
く。天然染料ならではの温かみ
ある色合いが特徴で、おしゃれな小物入れとしても利用できる。
※プノンペン市内にある「KURATA PEPPER」の店舗で購入可能。

「一村一品運動のための制度構築と人材育成プロジェクト」で生まれた
製品の一つ。地域活性化のため、低コストで収入が得られる「養蜂」に
注目し、南部のムランジェ県の住民たちがマラウイ政府とJICAの支援を
受けて生産をスタート。ミネラルなどの栄養素が高く、濃厚な味が特徴。
国内のマーケットやスーパーなどで手軽に購入でき、健康志向の地元の
人にも人気。
※オフィス五タラント（www.malawi.jp/）を通じて日本でも購入可能。

2つの世界遺産を有するダンブッラ地区で、地元の女性たちによる
お土産物開発が進行中。青年海外協力隊と共に、民族衣装として
知られるサリーの布を再利用し、ハンドバッグや髪飾りの製作が進
められている。異国情緒あふれる柄は、スリランカ独特の味わい。ダ
ンブッラ地区だけでなく、首都コロンボのマーケティング開拓にも取
り組んでいく予定。（12ページに関連記事）
※ダンブッラ地区のマーケットなどで購入可能。

中部ナリン州のコミュニティー開発に取り組む青年海外協力隊
が、自由な発想で色を重ねていく日本で生まれた「さをり織り」の技
術を導入。村の女性たちにより「地域組合SAORI」が発足し、8人
のメンバーが中心となって製作に励んでいる。ハンドバッグやブック
カバー、化粧ポーチやペンケースなど、商品の種類はさまざま。地元
の羊毛を使った草木染めによる製品開発にも取り組む。
※首都ビシケク2店舗のほか、3都市の店舗で購入可能。

世界で生まれるMONO語り

バニラティー
ウルグル山脈の山間にあるモロゴロ県ムクユニ郡で、青年海外
協力隊が3代にわたって地元の人たちとバニラの栽培に挑戦。
開花まで少なくとも3年は要する栽培、人工受粉に根気強く取り
組んだ結果、見事収穫に成功。地元の紅茶・コーヒー製造会社
と農民グループが協働で商品化した。芳醇なバニラの香りは、農
民たちの地道な加工作業のたまものだ。
※NGOわかちあいプロジェクト（www.wakachiai.com/）を通じて日本で
も購入可能。

タンザニア

4人
の方に
プレゼント

SAORI織り
キルギス

1人
の方に
プレゼント

3人
の方に
プレゼント

サリー布のバッグ＆シュシュ
スリランカ

伝統工芸品
グアテマラ

3人
の方に
プレゼント

8人
の方に
プレゼント

1人
の方に
プレゼント

ガラス瓶の砂絵
パレスチナ

1人
の方に
プレゼント

はちみつ
マラウイ

カンボジアン
ペッパー

カンボジア

8人
の方に
プレゼント

1人
の方に
プレゼント

2人
の方に
プレゼント

1人
の方に
プレゼント
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アルゼンチン
パタゴニア

ラオス

　

平
ら
で
坂
の
少
な
い
ラ
オ
ス
の
首
都
ビ
エ

ン
チ
ャ
ン
の
町
中
を
、
自
転
車
で
ス
イ
ス
イ

走
る
日
本
人―

。
こ
ん
が
り
日
焼
け
し
た
肌

は
、
思
わ
ず
ラ
オ
ス
人
と
間
違
え
そ
う
に
な

る
く
ら
い
、
現
地
に
な
じ
ん
で
い
る
。
軽
や

か
に
自
転
車
か
ら
降
り
て
来
た
の
は
、
シ
ニ

ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
藤
田
昭
雄
さ
ん
。

２
０
０
８
年
１
月
か
ら
、
日
本
マ
ー
ケ
ッ
ト

を
対
象
に
観
光
振
興
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

実
は
彼
に
と
っ
て
、
ラ
オ
ス
は
二
つ
目
の

派
遣
国
。
こ
こ
に
来
る
前
は
、
ア
ル
ゼ
ン
チ

ン
の
パ
タ
ゴ
ニ
ア
で
活
動
し
て
い
た
。
そ
う

聞
く
と
、
国
際
協
力
一
色
の
人
生
の
よ
う
だ

が
、「
数
年
前
ま
で
、
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
存
在
す
ら
知
ら
な
か
っ
た
ん
で
す
よ
」

と
笑
う
。

　

会
社
員
時
代
は
、
30
年
間
、
観
光
関
係
の

書
籍
を
制
作
し
て
い
た
藤
田
さ
ん
。「
実
は
、

経
済
記
者
を
目
指
し
て
入
社
し
た
ん
で
す
。

旅
行
が
特
別
好
き
と
い
う
訳
で
も
な
か
っ
た

ん
で
す
が
、
い
つ
の
間
に
か
こ
の
仕
事
を
し

て
い
ま
し
た
」。
旅
行
業
界
の
先
駆
け
と
な
る
、

旅
行
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
立
役
者
と
し
て
も
貢

献
し
た
。

 

〝
旅
行
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
〞

と
し
て
生
き
て
き
た
藤
田
さ
ん
に
、
転
機
が

訪
れ
た
の
は
退
職
後
。「
都
会
で
の
多
忙
な
生

活
を
終
わ
り
に
し
て
、
健
康
的
な
生
活
を
送

り
た
い
」
と
現
場
を
離
れ
て
２
年
、
電
車
で

あ
る
中
吊
り
広
告
に
目
が
止
ま
っ
た
。
シ
ニ

ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア―

。「
こ
ん
な
制
度
が

あ
っ
た
の
か
」。
何
か
心
に
響
く
も
の
が
あ
っ

た
。「
特
に
技
術
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
少

し
知
識
の
あ
る
〝
観
光
〞
な
ら
何
か
で
き
る

の
で
は
な
い
か
と
」。
す
ぐ
に
応
募
を
決
意
し
、

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
に
派
遣
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。

　

藤
田
さ
ん
が
配
属
さ
れ
た
の
は
、
パ
タ
ゴ

ニ
ア
観
光
振
興
機
構
。
ペ
リ
ト
モ
レ
ノ
氷
河

な
ど
で
知
ら
れ
る
パ
タ
ゴ
ニ
ア
に
、
日
本
人

観
光
客
を
誘
致
す
る
た
め
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
を
任
さ
れ
た
。「
森
や
湖
、氷
河
、海
岸
な
ど
、

日
本
の
３
倍
は
あ
る
広
大
な
土
地
に
名
所
が

点
在
し
て
い
ま
す
。
観
光
地
と
し
て
ア
ピ
ー

ル
す
る
に
は
、
そ
の
土
地
を
〝
面
〞
で
と
ら

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
が
非
常
に
困

難
で
し
た
」。

　

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、
さ
ら
に
パ
タ
ゴ
ニ
ア
と

な
る
と
、
日
本
か
ら
の
移
動
距
離
は
果
て
し

な
い
。
観
光
客
を
呼
び
込
む
に
は
工
夫
が
必

要
だ
。
日
本
の
知
り
合
い
を
頼
っ
て
、
パ
タ

ゴ
ニ
ア
の
特
集
を
組
ん
で
も
ら
え
な
い
か
と

売
り
込
ん
で
も
み
た
。
し
か
し
、
出
版
業
界

は
不
況
の
真
っ
た
だ
中
。「
関
心
を
示
し
て
く

れ
た
人
も
い
ま
し
た
が
、
最
終
的
な
答
え
は

厳
し
い
も
の
で
し
た
」。
旅
行
関
係
の
ブ
ロ
グ

や
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
情
報
を
発
信
し
た
り
、

現
地
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
日
本
語
版
を
作
成

し
た
り
と
努
力
を
続
け
た
が
、「
一
年
の
任
期

で
は
、
思
う
よ
う
な
成
果
を
上
げ
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
」。

　

帰
国
し
て
１
年
が
経
ち
、
心
の
底
に
引
っ

掛
か
っ
て
い
た
何
か
が
、
藤
田
さ
ん
を
再
び

国
際
協
力
の
世
界
に
呼
び
戻
し
た
。
同
じ
く

シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
東
南

ア
ジ
ア
の
ラ
オ
ス
に
派
遣
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
の
だ
。「
南
米
よ
り
も
過
酷
な
イ
メ
ー
ジ

が
あ
っ
た
の
で
少
し
不
安
で
し
た
。
で
も
、

未
知
な
る
国
へ
行
く
と
い
う
、
楽
し
み
の
方

が
強
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」。

　

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
に
い
た
時
は
、「
観
光
振
興

の
〝
支
援
〞
と
は
何
か
、
よ
く
分
か
っ
て
い

な
か
っ
た
」
と
藤
田
さ
ん
。
そ
ん
な
彼
に
道

を
示
し
て
く
れ
た
の
が
、
ラ
オ
ス
旅
行
業
協

会
で
働
い
て
い
る
欧
米
人
の
同
僚
だ
っ
た
。

「
彼
ら
か
ら
教
え
て
も
ら
っ
た
〝
レ
ス
ポ
ン
シ

ブ
ル
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
〞
と
い
う
考
え
。
単
に

た
く
さ
ん
の
観
光
客
を
誘
致
す
る
の
で
は
な

く
、
そ
の
土
地
の
環
境
・
文
化
に
配
慮
し
な

が
ら
魅
力
を
伝
え
、
理
解
し
て
も
ら
う
方
法

を
考
え
る
こ
と
が
大
切
な
ん
だ
と
気
付
き
ま

し
た
」。

　

こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
藤
田
さ
ん
の
活
動

の
幅
は
広
が
っ
て
い
っ
た
。
現
地
の
旅
行
関

係
者
と
の
勉
強
会
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
ス
タ

デ
ィ
ー
ツ
ア
ー
の
サ
ポ
ー
ト
、
日
本
語
ガ
イ

ド
養
成
講
座
の
新
設
、
ラ
オ
ス
旅
行
ガ
イ
ド

の
日
本
語
版
作
成…

。
地
方
の
伝
統
的
な
祭

り
を
取
材
し
、
日
本
の
旅
行
業
者
に
記
事
を

提
供
し
た
り
も
し
た
。「
日
本
人
で
あ
る
私
が

な
ぜ
途
上
国
で
観
光
振
興
を
行
う
の
か
。
現

地
の
人
に
、
観
光
が
ど
う
裨
益
す
る
の
か
。

常
に
そ
れ
を
念
頭
に
置
い
て
い
ま
す
」。

　

そ
し
て
今
年
２
月
、
藤
田
さ
ん
の
活
動
の

集
大
成
と
な
る
「
第
一
回
ナ
ム
グ
ム
・
フ
ァ

ン
ラ
イ
ド
」
が
開
催
さ
れ
た
。「
ビ
エ
ン
チ
ャ

ン
は
道
が
平
た
ん
で
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
に
最

適
な
ん
で
す
。
ラ
オ
ス
の
自
然
に
触
れ
な
が

ら
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
楽
し
む
。
自
転
車
は

車
と
違
っ
て
環
境
に
も
優
し
い
。
日
本
人
の

仲
間
と
話
し
て
い
て
、
こ
れ
だ
！！
と
思
い
ま

し
た
」。
現
地
で
発
行
し
て
い
る
日
本
語
フ
リ

ー
ペ
ー
パ
ー
の
編
集
長
を
サ
ポ
ー
ト
し
な
が

ら
ラ
オ
ス
・
サ
イ
ク
リ
ン
グ
連
盟
な
ど
に
企

画
を
持
ち
込
み
、
１
年
以
上
か
け
て
準
備
。

ラ
オ
ス
人
、
日
本
人
、
欧
米
人
な
ど
70
人
近

く
が
参
加
し
、
イ
ベ
ン
ト
は
大
盛
況
に
終
わ

っ
た
。「
毎
年
続
い
て
い
く
よ
う
に
工
夫
を
重

ね
た
い
」
と
意
気
込
む
。

　

藤
田
さ
ん
が
大
切
に
し
て
い
る
の
は
、
目

標
に
行
き
着
く
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
。「
私
た
ち

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
で
き
る
こ
と
は
限
ら
れ
て

い
ま
す
。
た
と
え
大
河
の
一
滴
だ
っ
た
と
し

ラ
オ
ス
で
学
ん
だ

レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル・ツ
ー
リ
ズ
ム

「知られざる魅力を日本人に広めたい」

旅
行
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の

編
集
者
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

シニア海外ボランティア
Fujita Akio

藤田 昭雄さん
アルゼンチンの有名観光地の一つ、ロス・グラシアレス国
立公園の観光局出張所を視察する藤田さん。観光客用に
置かれている地図や資料を集め、日本人にアピールするた
めのアイデアを探した

「第一回ナムグム・ファンライド」のスタート地点の様子。企画者の一人である
藤田さんも参加したが「田園風景を楽しんで走っているうちに、最後尾になっ
てしまいました」

在京ラオス大使館で行われた「ラオス旅行フォーラム」に出張。
日本の旅行関係者に対し、日本アセアンセンター総長、ラオス
大使、観光大臣と共に、藤田さん（右端）もラオスの観光の魅力
をアピールした

パタゴニア最大の観光資源「ペリトモレノ氷
河」。地球温暖化の影響で崩壊が進んでいる 第二の人生は、暖かい場所で、人の役に立ちながら過ごしたい―。

そんな思いから、シニア海外ボランティアに応募した藤田昭雄さん。
自身がひきつけられた途上国の魅力を日本人観光客に伝えるべく、
“地球に優しい”観光の在り方を模索している。

ゲンバの風
第 17 回

ふじた・あきお
1946年神奈川県出身。民間の出版社で旅行ガイドブック
の制作に携わる。退職後、シニア海外ボランティアに参
加。アルゼンチン（2005年11月～06年11月）、ラオス
（2008年1月～10年1月）で、日本人観光客を誘致するた
めの観光振興に携わる。

て
も
、
懸
命
に
や
っ
て
い
る
姿
が
、
現
地
の

人
の
心
に
残
る
よ
う
な
活
動
を
し
た
い
の
で

す
」。

　

い
つ
の
間
に
か
、
ラ
オ
ス
の
と
り
こ
に
な

っ
て
し
ま
っ
た
藤
田
さ
ん
。「
何
だ
か
肌
に
合

う
み
た
い
な
ん
で
す
。
も
っ
と
住
ん
で
い
た

い
く
ら
い
で
す
」
と
目
を
細
め
る
。「
残
り
の

人
生
は
、
国
際
協
力
に
捧
げ
た
い
」。
そ
う
言

い
切
る
彼
の
瞳
の
向
こ
う
に
、
静
か
な
熱
い

思
い
が
見
え
た
。
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「神の島」として、古くから人々に崇められてきた宮島。
日本三景の一つでもあり、国内のみならず、世界的な観光地としても有名だ。
長年にわたり、地域の人々によって支えられてきた宮島の「観光」は、

途上国の観光振興のヒントにもなっている。

宮島のシンボル「厳島神社」を見学する観光客。干潮時には歩いて渡れる大鳥居は世界的にも有名で、外国人観光客も多い

地
域
と

世
界
の

き
ず
な

　

６
月
下
旬
の
蒸
し
暑
い
日
、
広
島
市
内
を

走
る
路
面
電
車
の
終
着
駅
、
宮
島
口
か
ら
フ

ェ
リ
ー
に
乗
っ
た
。
平
日
で
そ
れ
ほ
ど
混
ん

で
は
い
な
い
が
、
乗
客
の
ほ
と
ん
ど
が
外
国

人
で
あ
る
こ
と
に
気
付
く
。
目
指
す
は
「
宮

島
」。
世
界
的
な
観
光
地
と
し
て
有
名
な
場

所
だ
。

　

フ
ェ
リ
ー
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
降
り
立
ち
、
外

に
出
る
と
、
人
な
つ
こ
い
鹿
た
ち
が
お
出
迎

え
。
彼
ら
と
と
も
に
海
沿
い
を
歩
い
て
い
る

と
、
目
の
前
に
、
か
の
有
名
な
「
厳
島
神
社
」

が
現
れ
た
。
海
中
に
浮
か
ぶ
朱
塗
り
の
大
鳥

居
と
寝
殿
造
の
社
の
美
し
さ
に
、
思
わ
ず
言

葉
を
失
う
。
そ
の
背
後
に
は
、
青
々
と
し
た

弥
山
原
始
林
が
広
が
っ
て
い
た
。

　

宮
島
を
訪
れ
る
観
光
客
は
年
間
約
３
５
０

万
人
。
１
９
９
８
年
に
厳
島
神
社
が
世
界
遺

産
に
登
録
さ
れ
て
か
ら
、
そ
の
数
は
急
速
に

増
加
し
た
と
い
う
。
日
本
人
に
と
っ
て
は
、

修
学
旅
行
や
遠
足
の
定
番
。
家
族
で
も
、
友

達
同
士
で
も
、
あ
ら
ゆ
る
楽
し
み
方
が
で
き

る
観
光
地
と
し
て
幅
広
い
層
に
人
気
だ
。

　

そ
ん
な
島
の
観
光
を
支
え
て
き
た
の
は
、

言
う
ま
で
も
な
く
、
宮
島
に
住
む
地
域
の
人

た
ち
だ
。
島
の
人
口
は
、
わ
ず
か
1
8
０
０

人
。
そ
の
約
７
割
が
、
何
ら
か
の
形
で
観
光

産
業
に
携
わ
っ
て
い
る
。

　
「
地
域
の
人
た
ち
は
、
自
分
た
ち
で
〝
神

の
島
〞を
守
っ
て
い
く
と
い
う
意
識
が
高
い
。

観
光
客
が
増
え
て
も
、〝
宮
島
ら
し
さ
〞
を

失
わ
ず
に
い
ら
れ
る
理
由
は
そ
こ
に
あ
り
ま

す
」。
そ
う
話
す
の
は
、
社
団
法
人
宮
島
観

光
協
会
の
浜
田
敏
博
事
務
局
長
。
20
年
以

上
、
島
の
観
光
を
支
え
て
き
た
キ
ー
パ
ー

ソ
ン
だ
。
島
内
の
建
物
の
建
設
や
木
の
伐

採
に
つ
い
て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
規
制
が
設

け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。

　

宮
島
は
、
四
季
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な

楽
し
み
方
が
で
き
る
。
水
中
花
火
大
会
や

か
き
（
牡
蠣
）
祭
り
、
清
盛
ま
つ
り
な
ど
、

季
節
の
魅
力
を
伝
え
る
た
め
の
行
事
が
開

催
さ
れ
て
お
り
、
毎
年
心
待
ち
に
し
て
い

る
フ
ァ
ン
も
多
い
。

　

観
光
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
も
い
え
る
宮

島
は
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
研
修
「
持
続
可
能
な
地

域
観
光
振
興
」
の
舞
台
に
も
な
っ
て
い
る
。

開
発
途
上
国
の
省
庁
や
自
治
体
、Ｎ
Ｇ
Ｏ
な

ど
で
観
光
開
発
に
携
わ
る
人
を
対
象
に
、

15
年
も
続
い
て
い
る
老
舗
コ
ー
ス
だ
。

　

第
一
回
目
か
ら
コ
ー
ス
リ
ー
ダ
ー
を
務
め

る
、
広
島
大
学
大
学
院
社
会
科
学
研
究
科
の

戸
田
常
一
教
授
に
よ
る
と
、「
ア
ジ
ア
、
ア

フ
リ
カ
、
中
南
米
、
中
東
な
ど
、
世
界
各
地

か
ら
研
修
員
を
受
け
入
れ
て
い
る
の
で
す

が
、
そ
れ
故
に
、
彼
ら
が
抱
え
る
問
題
も
幅

広
い
。
世
界
遺
産
保
護
や
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
育
成
な
ど
、
宮
島
に
は
、
観
光
に
つ
い
て

包
括
的
に
学
べ
る
要
素
が
そ
ろ
っ
て
い
る
の

で
す
」。
か
つ
て
は
他
の
観
光
地
で
も
行
わ

れ
て
き
た
研
修
を
、
宮
島
を
中
心
と
し
た
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
切
り
替
え
た
。

　

毎
年
、
最
初
に
研
修
員
た
ち
が
取
り
組

む
の
は
、
自
分
た
ち
の
足
を
使
っ
て
、
宮

島
に
つ
い
て
知
る
こ
と
。
地
元
の
パ
ー
ク

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
※
の
説
明
を
受
け
な
が
ら
、

島
の
文
化
や
人
々
に
触
れ
、
地
域
の
資
源

の
生
か
し
方
を
肌
で
感
じ
る
。
そ
の
上
で
、

観
光
協
会
、
土
産
物
屋
、
地
域
の
人
々
、

観
光
客
な
ど
を
対
象
に
、「
若
者
の
観
光
活

動
へ
の
参
加
」「
環
境
」「
地
域
住
民
を
巻

き
込
ん
だ
体
験
型
観
光
」
な
ど
、
テ
ー
マ

に
基
づ
い
て
話
を
聞
く
。

　
「
宮
島
の
問
題
は
、〝
地
域
の
観
光
振
興
〞

が
抱
え
る
も
の
と
し
て
、
彼
ら
自
身
の
国
と

も
重
な
る
は
ず
。
こ
の
分
野
で
生
じ
う
る
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
に
つ
い
て
、
あ
ら
ゆ
る
視
点

か
ら
考
え
て
も
ら
う
こ
と
が
目
的
で
す
」（
戸

田
先
生
）

　

昨
年
の
研
修
員
た
ち
は
、
地
域
の
人
々

と
調
査
結
果
を
共
有
す
る
た
め
、
宮
島
小

中
学
校
で
発
表
会
を
開
い
た
。「
島
の
観
光

を
持
続
さ
せ
る
た
め
に
は
、
若
い
世
代
の

参
加
が
不
可
欠
」「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
も

っ
と
推
進
す
べ
き
」「
伝
統
工
芸
の
体
験
型

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
増
や
し
て
観
光
客
と
職
人

の
交
流
の
場
を
増
や
し
て
は
」
な
ど
数
々

の
鋭
い
指
摘
に
、
生
徒
や
保
護
者
も
驚
き

を
見
せ
て
い
た
。

　
「
研
修
員
か
ら
の
指
摘
で
気
付
か
さ
れ
る

こ
と
も
多
い
ん
で
す
よ
」と
浜
田
さ
ん
。「
時

代
の
流
れ
に
伴
い
、
宮
島
も
〝
変
化
〞
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
も
、
彼
ら

と
と
も
に
試
行
錯
誤
し
て
い
ま
す
」。
現
在

も
、
自
治
体
、
企
業
、
地
域
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と

の
連
携
を
強
化
し
な
が
ら
、
新
し
い
観
光

の
カ
タ
チ
を
模
索
し
て
い
る
と
い
う
。

　

宮
島
と
途
上
国
―
。
地
域
の
資
源
を
誇

り
に
、
よ
り
良
い
観
光
振
興
を
目
指
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み
は
続
く
。

日
本
が
誇
る
、一
大
観
光
地
を
訪
ね
て

宮
島
の
観
光
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ぶ

面積30.39平方キロ。人口約1,8
00人。広島湾の最西端、広島県廿
日市市に位置する日本三景の一つ。
江戸時代から瀬戸内海の交易都
市、商業都市としてにぎわう。1996
年、広島市内の原爆ドームとともに、
厳島神社と周辺の景観が世界遺産
に登録された。もみじ饅頭や杓子が
有名。観光客は年間約350万人、う
ち外国人は約10万人。外国人観光
客が多いため、地元の小中学校で
は国際理解教育も盛ん。

広島県宮島

14

宮島伝統産業会館では、もみじ饅頭作りを体
験。観光客が参加できるアクティビティーが増
えることで、滞在時間も長くなる 

しゃくし

宮島小中学校の子どもた
ちの前で発表。研修員自身
が感じた宮島の魅力や問
題点、解決策などを伝えた

パークボランティアと島内を視察する研修員たち。
観光地でありながら、地域の人の努力により守られ
た空間を目の当たりにし感動していた

※国立公園の管理に参加する地域ボランティア。
自然保護の普及啓発を図るため、観光客を対象に
環境教育を兼ねたガイドなどを行っている。

自然や遺産があふれる宮島の魅
力に、世界中の観光客が魅了さ
れる 

［ 広　島　県 ］

宮  島

宮島

広島県
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首
都
パ
ナ
マ
市
か
ら
車
で
西
に
約
１
時

間
半
。
１
０
０
０
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る

山
々
に
囲
ま
れ
た
、
緑
豊
か
な
盆
地
の
町

エ
ル
バ
ジ
ェ
に
到
着
す
る
。
人
口
は
４
０

０
０
人
ほ
ど
。
年
間
を
通
し
て
20
〜
30
度

と
い
う
快
適
な
気
候
の
た
め
、
避
暑
地
や

別
荘
地
と
し
て
人
気
が
高
く
、
国
内
外
か

ら
多
く
の
人
々
が
訪
れ
る
。

　

日
曜
日
の
朝
、
町
の
市
場
は
観
光
客
や

売
り
子
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
た
。
毎
週
末
、

こ
こ
に
は
周
辺
の
山
岳
地
域
に
住
む
人
々

が
、
観
光
客
を
目
当
て
に
野
菜
や
果
物
、

工
芸
品
な
ど
を
売
り
に
来
る
。
ふ
と
目
を

向
け
る
と
、
色
と
り
ど
り
の
ラ
ン
の
花
が

所
狭
し
と
並
ぶ
店
が
い
く
つ
か
あ
っ
た
。

　
「
山
の
熱
帯
雨
林
か
ら
不
法
採
取
さ
れ

た
野
生
の
ラ
ン
で
す
。
絶
滅
危
惧
種
も
こ

こ
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
」。
複
雑
な
表
情

を
浮
か
べ
な
が
ら
そ
う
話
す
の
は
、Ｃ
Ｏ

Ｓ
Ｐ
Ａ（
パ
ナ
マ
野
生
ラ
ン
保
護
活
動
）

の
明
智
洸
一
郎
さ
ん
。「
ラ
ン
を
市
場
で

売
っ
て
１
日
に
得
る
収
入
は
、
一
家
の
主

が
別
荘
番
や
草
刈
を
し
て
手
に
す
る
日
当

の
約
５
倍
。貧
し
い
山
岳
住
民
に
と
っ
て
、

野
生
ラ
ン
は
生
活
の
糧
を
得
る
た
め
の
簡

単
な
方
法
な
ん
で
す
」。

　

国
土
が
熱
帯
雨
林
に
覆
わ
れ
、
豊
か
な

生
態
系
に
恵
ま
れ
る
パ
ナ
マ
。
特
に
ラ
ン

は
、
こ
の
エ
ル
バ
ジ
ェ
と
周
辺
の
山
々
を

中
心
に
多
く
の
種
類
が
生
育
し
、
そ
の
数

は
パ
ナ
マ
固
有
種
も
含
め
１
５
０
０
以
上

に
上
る
。
だ
が
今
、
こ
の
世
界
で
も
例
を

見
な
い
花
の
園
で
は
、
開
発
に
よ
っ
て
熱

帯
雨
林
の
伐
採
が
進
ん
で
い
る
の
に
加

え
、
長
年
の
山
岳
住
民
に
よ
る
採
取
が
原

因
で
、
野
生
ラ
ン
の
個
体
数
が
急
速
に
減

り
続
け
て
い
る
。「
以
前
は
至
る
所
で
見

ら
れ
た
花
が
、
最
近
は
市
場
で
見
掛
け
る

だ
け
に
な
っ
た
」
と
い
っ
た
観
光
客
や
町

の
人
々
の
声
が
最
近
は
多
く
聞
か
れ
る
。

　

そ
ん
な
貴
重
な
野
生
ラ
ン
を
守
ろ
う

と
、Ｃ
Ｏ
Ｓ
Ｐ
Ａ
は
こ
こ
エ
ル
バ
ジ
ェ
で
、

絶
滅
危
惧
種
の
栽
培
・
保
護
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
活
動
の
き
っ
か
け
は
２
０
０
０

年
、
明
智
さ
ん
が
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
し
て
こ
の
地
に
赴
任
し
た
こ
と
だ

っ
た
。
定
年
前
ま
で
、
農
業
関
連
の
企
業

に
勤
め
て
い
た
明
智
さ
ん
。
初
め
て
目
に

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
野
生
ラ
ン
に
魅
了
さ
れ

る
一
方
、
不
法
採
取
に
歯
止
め
が
掛
か
ら

世界的にも貴重なパナマの野生ランが、今、
生活のために不法採取する人々によって危機に陥っている。

COSPAは人々にランの栽培技術を指導するとともに、
エコツーリズムを活用しながら、その保護活動に努めている。

止
ま
ら
な
い
不
法
採
取

な
い
状
況
に
衝
撃
を
受
け
た
。
そ
こ
で
、

住
民
自
ら
が
保
護
を
進
め
る
こ
と
を
目
的

に
、「
ラ
ン
生
産
者
協
会
（
Ａ
Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｖ

Ａ
Ｃ
Ａ
）」
と
、
そ
の
活
動
の
拠
点
と
な

る
「
ラ
ン
保
護
セ
ン
タ
ー
」
を
設
立
。
ス

タ
ッ
フ
に
住
民
を
雇
用
し
、
将
来
山
に
戻

す
こ
と
を
目
的
に
育
て
る
絶
滅
危
惧
種
の

栽
培
方
法
や
、
住
民
が
野
生
ラ
ン
の
代
わ

り
に
市
場
で
売
る
こ
と
の
で
き
る
人
工
培

養
に
よ
る
ラ
ン
の
生
産
技
術
を
指
導
し
て

き
た
。

　
「
花
を
育
て
、
植
生
地
に
戻
す
だ
け
で

は
不
十
分
。
野
生
ラ
ン
に
代
わ
る
別
の
生

計
手
段
を
見
つ
け
る
必
要
が
あ
る
、
そ
う

考
え
た
ん
で
す
」

　

帰
国
後
、
明
智
さ
ん
は
Ａ
Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｖ
Ａ

Ｃ
Ａ
の
運
営
を
助
け
る
た
め
、
日
本
側
の

支
援
組
織
と
な
る
Ｃ
Ｏ
Ｓ
Ｐ
Ａ
を
設
立
。

日
本
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
派
遣
し
、Ａ

Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｖ
Ａ
Ｃ
Ａ
の
運
営
体
制
を
整
備
し

た
り
、保
護
セ
ン
タ
ー
の
一
部
を
改
修
し
、

栽
培
中
の
ラ
ン
を
観
光
客
に
見
て
も
ら
え

る
よ
う
に
す
る
な
ど
、
支
援
を
続
け
て
き

た
。

　

そ
し
て
08
年
か
ら
、Ｃ
Ｏ
Ｓ
Ｐ
Ａ
が
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
の
草
の
根
技
術
協
力
を
通
じ
て
準

備
し
て
き
た
の
が
、
野
生
ラ
ン
の
保
護
と

山
岳
住
民
の
生
計
向
上
を
目
的

と
し
た
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
。
自

然
保
護
区
を
巡
り
、
多
種
多
様

な
野
生
ラ
ン
を
堪
能
し
て
も
ら

お
う
と
い
う
内
容
だ
。
住
民
を

雇
い
、
エ
コ
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
と
し

て
養
成
し
た
ほ
か
、
け
も
の
道

同
然
だ
っ
た
自
然
保
護
区
の
山

道
を
整
備
し
、
入
山
者
の
監
視

を
行
う
管
理
者
を
配
置
し
た
。

さ
ら
に
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
作
成
す
る
な
ど
広

報
活
動
に
も
力
を
入
れ
た
。

　

発
展
は
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら

だ
が
、
受
け
入
れ
体
制
が
整
っ

た
こ
と
で
日
本
か
ら
の
ス
タ
デ

ィ
ー
ツ
ア
ー
も
組
ま
れ
る
よ
う

に
な
る
な
ど
、
今
後
さ
ら
に
活

COSPA（パナマ野生ラン保護活動）

性
化
が
期
待
で
き
そ
う
だ
。
保
護
セ
ン
タ

ー
に
は
年
間
１
０
０
０
人
を
超
え
る
観
光

客
が
訪
れ
て
お
り
、
入
場
料
の
収
入
が
入

る
よ
う
に
な
り
、Ａ
Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｖ
Ａ
Ｃ
Ａ
の

運
営
も
安
定
し
つ
つ
あ
る
。
そ
し
て
何
よ

り
も
、
以
前
は
ラ
ン
を
採
る
ば
か
り
だ
っ

た
住
民
の
間
に
、
新
た
な
仕
事
へ
の
や
り

が
い
と
誇
り
が
芽
生
え
て
い
る
。

　

明
智
さ
ん
が
初
め
て
エ
ル
バ
ジ
ェ
を
訪

れ
て
か
ら
10
年
。
た
く
さ
ん
の
日
本
人
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
や
現
地
の
人
々
の
助
け
を
得

な
が
ら
、
今
も
年
に
一
度
は
両
国
を
往
復

し
、
活
動
を
続
け
る
。「
ラ
ン
の
保
護
や

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
通
じ
て
、
自
分
た
ち

の
周
り
に
あ
る
自
然
の
価
値
、
そ
し
て
自

然
の
保
護
が
自
分
た
ち
の
生
活
に
有
益
で

あ
る
と
い
う
こ
と
に
、
一
人
で
も
多
く
気

付
い
て
ほ
し
い
」。
そ
ん
な
願
い
と
と
も

に
、
こ
の
地
が
野
生
ラ
ン
の
楽
園
に
戻
る

日
の
こ
と
を
、
今
日
も
夢
見
て
い
る
。

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
知
る

自
然
の
価
値

ランを守り山岳住民の生活を支える

山で採取した野生ランが売られるエルバジェの市場。自然保護区
での天然資源の採取は法律で規制されているが、すべてを取り締
まるのは難しい状況にある

国 際 協 力 の 担 い 手 た ち

APROVACAが運営に当たっている保護センターの入り口。訪れる観光客も徐々に
増えている

整備された山道を歩くエコツーリズムの参加者

パナマ

APROVACAのメンバー
にランの栽培方法を指
導する明智さん　

05年、愛知万博で、
優れた環境技術を持
つ企業やNGOに贈
られる「愛・地球賞」
を受賞。明智さんも
現地のメンバーと喜
びを分かち合った

パナマ市エルバジェ

コロンビア

コスタリカ

絶滅危惧種のエスピリト・サント。COSPAでは、オーナー制度を設けて
この花の保護を呼び掛けている。最近は、パナマの元青年海外協力
隊でもあるCOSPAのメンバーが職場で声を掛け、一企業の社会貢献
事業として保護に協力するなど、日本でも支援の輪が広がっている
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は
だ
し
で
暮
ら
す

途
上
国
の
子
ど
も
た
ち
へ

界
に
は
、
貧
し
さ
故
に
靴
が
買
え

ず
、
は
だ
し
で
の
生
活
を
余
議
な

く
さ
れ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
が
た
く
さ
ん
い

る
。
そ
う
し
て
い
る
う
ち
に
足
か
ら
ば
い
菌

が
入
り
、
破
傷
風
な
ど
の
感
染
症
に
か
か
っ

て
し
ま
う
こ
と
も
少
な
く
な
い
。

　

日
本
国
内
で
サ
イ
ズ
が
合
わ
な
く
な
っ
た

運
動
靴
を
集
め
て
、
途
上
国
の
子
ど
も
た
ち

に
贈
る
「
ス
マ
イ
ル 

ア
フ
リ
カ 

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」。
シ
ド
ニ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
女
子

マ
ラ
ソ
ン
金
メ
ダ
リ
ス
ト
の
高
橋
尚
子
さ
ん

の
呼
び
掛
け
に
よ
り
始
ま
っ
た
こ
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
は
、
子
ど
も
た
ち
が
安
全
に
元
気
い

っ
ぱ
い
走
り
回
れ
る
よ
う
〝
夢
〞
を
与
え
る

だ
け
で
な
く
、
足
か
ら
感
染
す
る
病
気
か
ら

〝
命
〞
を
守
る
こ
と
も
目
指
し
て
い
る
。

　

５
月
23
日
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
大

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
ケ
ニ
ア
の
首
都
ナ
イ
ロ

ビ
で
第
２
回
ソ
ト
コ
ト 

サ
フ
ァ
リ
マ
ラ
ソ

ン
が
開
か
れ
た
。

　

ソ
ト
コ
ト 

サ
フ
ァ
リ
マ
ラ
ソ
ン
は
、
ケ

ニ
ア
国
内
で
環
境
保
全
の
必
要
性
を
訴
え
る

こ
と
を
目
的
に
毎
年
５
月
に
開
催
。
今
回
の

大
会
で
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
Ｑ
ち
ゃ
ん
が

フ
ロ
ン
ト
ラ
ン
ナ
ー
を
務
め
た
ほ
か
、
ラ
リ

ー
ド
ラ
イ
バ
ー
の
篠
塚
建
次
郎
さ
ん
が
ソ
ー

ラ
ー
カ
ー
で
先
導
し
た
。
マ
ラ
ソ
ン
の
先
導

車
に
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
が
使
用
さ
れ
た
の
は
、

ア
フ
リ
カ
大
陸
初
の
試
み
。
太
陽
光
パ
ネ
ル

が
張
ら
れ
た
車
体
の
周
り
に
は
た
く
さ
ん
の

人
が
集
ま
り
、〝
排
気
ガ
ス
ゼ
ロ
〞
の
環
境

に
優
し
い
車
に
関
心
を
寄
せ
て
い
た
。

　

マ
ラ
ソ
ン
に
は
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ケ
ニ
ア
事
務

所
の
職
員
や
現
地
ス
タ
ッ
フ
の
ほ
か
、
青
年

海
外
協
力
隊
員
ら
も
エ
ン
ト
リ
ー
。
参
加
者

は
約
2
6
0
0
人
に
も
及
び
、
大
盛
況
だ
っ

た
。
ま
た
、
当
日
は
敷
地
内
に
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ブ

ー
ス
が
設
営
さ
れ
、
隊
員
に
よ
る
あ
ん
摩
マ

ッ
サ
ー
ジ
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
、
生

計
向
上
の
た
め
地
方
の
女
性
と
製
作
し
た
民

芸
品
な
ど
の
販
売
も
行
わ
れ
、
参
加
者
の
注

目
を
集
め
て
い
た
。

　
Ｑ
ち
ゃ
ん
率
い
る
「
ス
マ
イ
ル 

ア
フ
リ
カ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
よ
る
子
ど
も
た
ち
へ
の

靴
の
寄
贈
は
、
ケ
ニ
ア
で
活
動
中
の
青
年

海
外
協
力
隊
な
ど
を
通
じ
て
行
わ
れ
て
い

る
。
今
回
の
訪
問
中
、Ｑ
ち
ゃ
ん
は
隊
員
と

一
緒
に
地
元
の
小
学
校
を
訪
れ
、
子
ど
も
た

ち
に
直
接
、
運
動
靴
を
手
渡
し
た
。「
日
本

で
靴
を
寄
贈
し
て
く
れ
た
子
ど
も
た
ち
の
温

か
い
思
い
を
届
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
靴
を
履
い
て
、
ケ
ニ
ア
の
子
ど
も
た
ち

に
も
、
自
分
の
夢
を
追
い
か
け
て
ほ
し
い
で

す
」。

　

さ
ら
に
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
協
力
し
て
い

る
隊
員
の
一
人
、ケ
ニ
ア
野
生
生
物
公
社（
Ｋ

Ｗ
S
）
ナ
ク
ル
湖
国
立
公
園
で
活
動
し
て
い

る
高
橋
美
穂
さ
ん
（
環
境
教
育
）
を
訪
問
。

フ
ラ
ミ
ン
ゴ
の
一
大
生
息
地
と
し
て
知
ら

れ
、
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
※
に
も
指
定
さ
れ
て

い
る
ナ
ク
ル
湖
と
湖
に
流
入
す
る
マ
カ
リ
ア

川
を
視
察
し
た
。

　

地
域
で
最
も
海
抜
が
低
く
、
か
つ
閉
鎖
湖

で
水
が
流
れ
出
る
川
が
通
っ
て
い
な
い
ナ
ク

ル
湖
に
は
、
地
域
の
生
活
排
水
や
廃
棄
物
が

流
れ
込
ん
で
く
る
。
さ
ら
に
、
近
年
の
気
候

変
動
の
影
響
に
よ
り
水
量
の
減
少
も
激
し

く
、
水
位
低
下
の
た
め
、
そ
こ
に
生
息
す
る

フ
ラ
ミ
ン
ゴ
が
近
隣
諸
国
の
湖
に
移
動
し
て

し
ま
う
な
ど
、
地
域
が
直
面
す
る
自
然
環
境

問
題
は
深
刻
だ
。

　

ピ
ン
ク
色
の
フ
ラ
ミ
ン
ゴ
が
連
な
る
〝
美

し
い
湖
〞
の
風
景
と
、
ビ
ン
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
、
靴
な
ど
が
河
川
か
ら
流
入
し
、〝
汚
染

の
脅
威
に
さ
ら
さ
れ
る
湖
〞
の
実
情
を
目
の

当
た
り
に
し
て
、
シ
ョ
ッ
ク
を
隠
し
き
れ
な

い
様
子
だ
っ
た
Ｑ
ち
ゃ
ん
。

　
「
ど
こ
を
見
て
も
ご
み
が
散
ら
ば
っ
て
い

て
、
そ
の
す
ぐ
そ
ば
に
は
、
フ
ラ
ミ
ン
ゴ
が

集
ま
っ
て
い
る
。本
当
に
悲
し
い
こ
と
で
す
。

10
年
後
、〝
美
し
い
ナ
ク
ル
湖
〞
の
姿
は
残

っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
」

　

こ
う
し
た
状
況
を
改
善
す
べ
く
、
高
橋
隊

員
が
所
属
す
る
Ｋ
Ｗ
S
の
教
育
セ
ン
タ
ー
で

は
、「
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
と

称
し
て
、
月
1
回
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
と

と
も
に
、
国
立
公
園
内
の
ご
み
拾
い
を
行
っ

て
い
る
。「
国
立
公
園
を
訪
れ
る
子
ど
も
た

ち
に
、
自
然
環
境
を
守
る
大
切
さ
を
伝
え
た

い
ん
で
す
」（
高
橋
隊
員
）。

　

し
か
し
高
橋
隊
員
は
、
活
動
の
中
で
感
じ

る
難
し
さ
を
こ
う

打
ち
明
け
る
。

　
「
子
ど
も
た
ち

に
ど
ん
な
に
自
然

環
境
の
大
切
さ
を

訴
え
て
も
、
家
に

帰
れ
ば
親
が
平
気

で
ご
み
を
捨
て
て

い
ま
す
。
そ
の
よ

う
な
状
況
で
、
き

ち
ん
と
理
解
し
て

も
ら
う
こ
と
は
と

て
も
難
し
い
。
ま

ず
は
『
ご
み
を
街

や
川
に
捨
て
な

い
』
と
い
う
基
本
的
な
こ
と
か
ら
教
え
て
、

少
し
ず
つ
意
識
の
変
化
を
促
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
す
」

　

高
橋
隊
員
の
活
動
も
、Ｑ
ち
ゃ
ん
の
「
ス

マ
イ
ル 

ア
フ
リ
カ 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
も
ま

だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
。
ケ
ニ
ア
の
豊
か
な
自

然
環
境
を
守
る
た
め
、
そ
し
て
子
ど
も
た
ち

に
笑
顔
を
届
け
る
た
め
、
二
人
は
こ
れ
か
ら

も
走
り
続
け
て
い
く
。

美
し
い
湖
と

フ
ラ
ミ
ン
ゴ
を
守
る
た
め

世

Ｑちゃんがケニアへ
～平和と自然環境保全のために一緒に走ろう～

ケニアの子どもたちに運動靴を寄贈する「スマイル アフリカ プロジェクト」。
このプロジェクトの旗振り役となっている、Ｑちゃんこと高橋尚子さんは、

今年５月、日本の人々の思いが詰まった運動靴を届けるため、再びケニアの地を踏んだ。ソトコト サファリマラソンで、参加者に励ましの
エールを贈りながら走るQちゃん。「マラソンを通
じて、ケニアと日本人学校の子どもたちの間に
も小さな国際交流が生まれています」

ナクル湖に浮かぶフラミングの群れを眺
めるQちゃん。この美しい鳥たちのすみか
が、自然環境汚染により奪われつつある

湖周辺のごみ拾いをしていると、す
ぐに両手がペットボトルや紙くずで
いっぱいに。「大自然に恵まれてい
るにもかかわらず、環境保全の重要
性を理解している人がまだまだ少な
いんです」と高橋隊員（左）

※
正
式
名
称
は「
特
に
水
鳥
の
生
息
地
と
し
て
国
際
的
に
重

要
な
湿
地
に
関
す
る
条
約
」。条
約
締
約
国
は
、国
内
で
１
カ

所
以
上
の
湿
地
を
登
録
し
、ワ
イ
ズ
ユ
ー
ス（
賢
明
な
利
用
）

を
推
進
し
な
が
ら
、持
続
的
な
利
用
を
促
し
、水
辺
の
生
態

系
の
保
全
に
取
り
組
む
。

ナクル湖国立公園を訪れた子どもたちと、元気に駆
け出すQちゃん。ケニアは世界有数のマラソン大国。
ここから未来のランナーが生まれるかもしれない

キベラスラム内の小学校で、日本から持ってきた運動靴を手渡すQちゃん。
まだ十分きれいな日本の靴に、子どもたちも興奮気味

足元を見ると、ほとんどがボロボロのサン
ダル。中にははだしの子もいる。ガラスの
破片が落ちていることも多く、生傷が絶え
ない

文＝三田村 麻季子 （JICA広報室）
写真＝久野 真一 （JICA広報室）

ケニア
ナイロビ

ナクル湖
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２
０
０
７
年
、
ヌ
ア
コ
ッ
ト
郡
カ
カ
ニ
地
区

で
暮
ら
す
友
人
宅
を
訪
れ
た
ア
ジ
ア
こ
ど
も
基

金（
Ａ
Ｃ
Ｆ 

J
A
P
A
N
）代
表
の
鈴
木
ま
さ
こ

さ
ん
は
、あ
る〝
意
外
な
発
見
〞を
し
た
。

　
「
そ
の
お
宅
で
は
ガ
ス
で
調
理
し
て
い
た
ん

で
す
。驚
き
ま
し
た
。カ
カ
ニ
地
区
は
電
気
も
な

く
、
薪
で
煮
炊
き
す
る
の
が
普
通
だ
と
思
っ
て

い
ま
し
た
か
ら
。な
ぜ
、
み
ん
な
は
使
わ
な
い

の
？
と
聞
い
て
み
た
ん
で
す
」

　

鈴
木
さ
ん
が〝
発
見
〞し
た
ガ
ス
は
、
牛
糞
や

人
糞
を
タ
ン
ク
内
で
発
酵
さ
せ
メ
タ
ン
ガ
ス
を

発
生
さ
せ
る「
バ
イ
オ
ガ
ス
装
置
」に
よ
る
も
の

だ
っ
た
。ガ
ス
は
炊
事
や
暖
房
に
使
え
る
。

　

し
か
し
、
友
人
の
答
え
は「
高
価
す
ぎ
て
、
み

ん
な
が
設
置
す
る
の
は
難
し
い
」
だ
っ
た
。カ
カ

ニ
地
区
に
は
、
現
金
収
入
が
ほ
と
ん
ど
な
い
貧

困
家
庭
が
多
い
。バ
イ
オ
ガ
ス
装
置
の
敷
設
が

ネ
パ
ー
ル
政
府
に
推
奨
さ
れ
て
い
る
と
は
い

え
、
こ
こ
で
は
高
嶺
の
花
。一
般
家
庭
に
普
及
さ

せ
る
の
は
難
し
い
状
況
だ
っ
た
。

　

そ
こ
で
Ａ
Ｃ
Ｆ 

J
A
P
A
N
は
、
貧
困
家
庭

に
お
金
を
低
利
で
貸
し
付
け
る
マ
イ
ク
ロ
ク
レ

ジ
ッ
ト
事
業
を
通
じ
て
、
バ
イ
オ
ガ
ス
装
置
の

普
及
を
支
援
す
る
こ
と
に
。住
民
の
相
互
扶
助

組
織
で
あ
る
農
村
組
合
に
融
資
し
、
そ
の
資
金

を
組
合
員
で
あ
る
住
民
が
装
置
の
購
入
に
充
て

る
の
だ
。

　

し
か
し
、
そ
の
試
み
は
「
ま
だ
ま
だ
甘
か
っ

た
」
と
鈴
木
さ
ん
は
語
る
。バ
イ
オ
ガ
ス
の
原
料

と
な
る
糞
を
提
供
し
て
く
れ
る
の
は
、
乳
牛
や

水
牛
だ
。だ
が
、
乳
牛
や
水
牛
を
所
有
で
き
る
の

は
、
比
較
的
富
裕
な
家
庭
。バ
イ
オ
ガ
ス
装
置
だ

け
を
対
象
に
し
て
い
て
は
決
し
て
貧
困
家
庭
の

救
済
に
は
な
ら
な
い
。

　

現
地
の
人
々
に
そ
う
指
摘
さ
れ
た
鈴
木
さ
ん

た
ち
は
、バ
イ
オ
ガ
ス
装
置
に
加
え
、乳
牛
の
購

入
も
融
資
の
対
象
に
し
た
。そ
し
て
、
こ
の
原
資

の
一
部
に
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
基
金
を
活
用
し
、09
年
、よ

う
や
く
本
当
の
貧
困
対
策
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

開
始
に
先
立
っ
て
、Ａ
Ｃ
Ｆ 

J
A
P
A
N
は
、

現
地
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、Ａ
Ｃ
Ｆ 

Ｎ
Ｅ
Ｐ
Ａ
Ｌ
を
設
立
、融

資
の
対
象
と
な
る
組
合
の
選
定
な
ど
を
任
せ
て

い
る
。信
頼
で
き
る
農
村
組
合
を
選
ぶ
に
は
、
現

地
の
人
の
目
が
一
番
だ
か
ら
だ
。ま
た
、Ａ
Ｃ
Ｆ 

Ｎ
Ｅ
Ｐ
Ａ
Ｌ
の
ス
タ
ッ
フ
は
、実
際
に
組
合
員
宅

を
訪
問
し
、
バ
イ
オ
ガ
ス
装
置
の
設
置
や
乳
牛

の
飼
育
が
可
能
か
ど
う
か
確
認
す
る
。ま
た
、
乳

牛
の
選
定
は
組
合
に
一
任
さ
れ
る
が
、
買
い
付

け
に
は
ス
タ
ッ
フ
が
同
行
。融
資
を
確
実
に
貧

困
層
に
届
け
、効
果
を
上
げ
る
た
め
の
工
夫
だ
。

　

こ
の
事
業
で
は
、
組
合
へ
は
無
担
保
・
利
息

３
％
で
融
資
さ
れ
、
組
合
か
ら
組
合
員
へ
は
利

息
６
％
で
貸
し
付
け
ら
れ
る
。今
回
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

基
金
を
活
用
し
、
バ
イ
オ
ガ
ス
装
置
８
基
と
乳

牛
８
頭
分
の
資
金
が
４
つ
の
組
合
に
融
資
さ

バ
イ
オ
ガ
ス
と
乳
牛
が

も
た
ら
す
恩
恵
は
大
き
い

マ
イ
ク
ロ
ク
レ
ジ
ッ
ト
事
業
を

真
の
貧
困
対
策
に

首
都
カ
ト
マ
ン
ズ
北
部
に
あ
る
ヌ
ア
コ
ッ
ト
郡
カ
カ
ニ
地
区
。

今
こ
こ
で
、貧
困
家
庭
を
救
う
た
め
の
マ
イ
ク
ロ
ク
レ
ジ
ッ
ト
事
業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

Ｎ
Ｇ
Ｏ
ア
ジ
ア
こ
ど
も
基
金（
Ａ
Ｃ
Ｆ 

J
A
P
A
N
）が
支
援
す
る
、

乳
牛
や
バ
イ
オ
ガ
ス
装
置
を
普
及
す
る
た
め
の
取
り
組
み
だ
。

れ
、最
貧
農
家
や
障
害
者
家
庭
、寡
婦
家
庭
を
優

先
し
て
選
ば
れ
た
貸
付
対
象
の
組
合
員
は
約

3
0
0
家
族
の
う
ち
16
家
族
に
上
っ
た
。し
か

も
、
牛
小
屋
の
無
償
提
供
や
返
済
期
間
の
延
長

と
い
っ
た
特
典
付
き
だ
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
と
こ

ろ
で
効
果
を
上
げ
て
い
る
。「
薪
を
取
り
に
行
く

回
数
が
減
っ
て
、そ
の
分
、イ
チ
ゴ
の
収
穫
量
が

増
え
た
」と
語
る
の
は
、
バ
イ
オ
ガ
ス
装
置
を
設

置
し
た
ビ
ル
マ
ヤ
さ
ん
。バ
イ
オ
ガ
ス
を
利
用

す
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
使
っ
て
い
た
薪
を
用

い
る
か
ま
ど
は
不
要
と
な
る
。薪
集
め

の
重
労
働
か
ら
も
解
放
さ
れ
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
農
作
業
に
時
間
が
割
け
る
と

い
う
わ
け
だ
。樹
木
の
伐
採
も
な
く
な

る
の
で
、山
野
の
荒
廃
も
止
め
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
バ
イ
オ
ガ
ス
装
置
の
設
置
に

は
屋
内
ト
イ
レ
の
併
設
が
必
要
。も
と

も
と
カ
カ
ニ
地
区
の
78
％
の
家
庭
に
ト

イ
レ
が
な
か
っ
た
が
、設
置
す
れ
ば
、安

全
な
飲
料
水
の
確
保
や
下
痢
の
軽
減
、

感
染
症
の
防
止
に
も
つ
な
が
る
。さ
ら

に
、
ガ
ス
を
分
離
し
た
後
に
残
る
液
体

が
良
質
の
液
体
肥
料
に
な
り
、
有
機
農

業
に
取
り
組
む
ム
ス
ダ
ム
さ
ん
は
積
極

的
に
こ
の
液
肥
を
利
用
し
て
い
る
。

「アジアこども基金」へのお問い合わせはこちら
〒507-0063岐阜県多治見市松坂町4-8-82
TEL ： 0574-64-2214
Email ： mumin1108@sf.commufa.jp
URL ： http://acfjapan.greater.jp/

ネ
パ
ー
ル
の
村
に

バ
イ
オ
ガ
ス
と
乳
牛
を

ココロとココロ
～届け 私たちの思い～

アジアこども基金
（ACF JAPAN）

JICAでは、国際協力に関心のある日本の皆さまからの寄付
を、開発途上国の貧困削減や環境保全への取り組みに活用
する「世界の人びとのためのJICA基金」で受け付けていま
す。皆さまのご支援をお待ちしております。

お寄せいただいた寄付金は、途上国の貧困削減、医療や教育の提供、
環境問題の解決などに取り組むNGOの活動に充てられます。各支援
活動や寄付金事業収支についてのご報告は、「JICA寄付サイト」で公
表します。

あなたの小さな一歩から始まる国際協力

世界の人びとのためのJICA基金

寄付金の使われ方

「JICA寄付サイト」からお申し込み下さい。クレジットカードによる決済
や、銀行・郵便振込みなどがお使いいただけます。
JICA寄付サイトURL:http://www.kifu.jica.go.jp/

寄付の方法

　
「
ミ
ル
ク
を
販
売
し
て
、
息
子
を
高
校
へ
や
る

こ
と
が
で
き
た
」
と
喜
ぶ
の
は
乳
牛
を
購
入
し

た
チ
ル
マ
マ
さ
ん
。１
頭
分
の
糞
で
５
人
家
族

の
１
日
の
炊
事
が
賄
え
る
ほ
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
提
供
し
て
く
れ
る
乳
牛
は
、
現
金
収
入
を
得

る〝
即
戦
力
〞と
も
な
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
課
題
も
あ
る
。「
バ
イ
オ
ガ
ス
は
現
金

収
入
に
つ
な
が
ら
な
い
」「
乳
牛
は
世
話
が
大
変

す
ぎ
る
。肉
と
し
て
売
っ
て
し
ま
い
た
い
」
と
い

う
声
も
聞
か
れ
る
。か
つ
て
、
ネ
パ
ー
ル
で
の
孤

児
院
建
設
に
失
敗
し
た
経
験
を
持
つ
鈴
木
さ
ん

は
、
現
地
の
人
々
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
何
よ
り
も
心
が
け
て
い
る
。こ
う
し
た
地
域

の
人
か
ら
の
声
は
、
今
後
の
事
業
を
よ
り
良
い

も
の
と
す
る
た
め
の
貴
重
な
指
針
だ
。

　
「
何
を
し
て
ほ
し
い
の
か
、
こ
ち
ら
は
何
が
で

き
る
の
か
、と
こ
と
ん
話
し
合
い
な
が
ら
、現
地

の
人
と
私
た
ち
と
が
補
い
合
っ
て
活
動
し
て
い

く
こ
と
が
何
よ
り
も
大
切
で
す
」

　

孤
児
た
ち
の
寂
し
く
悲
し
そ
う
な
目
が
今
も

忘
れ
ら
れ
な
い
鈴
木
さ
ん
。孤
児
を
生
む
背
景

と
な
っ
て
い
る
貧
困
の
削
減
は
、
未
来
の
孤
児

た
ち
を
救
う
こ
と
で
も
あ
る
。マ
イ
ク
ロ
ク
レ

ジ
ッ
ト
事
業
を
進
め
な
が
ら
、
鈴
木
さ
ん
は
今
、

カ
カ
ニ
地
区
の
人
々
に
思
い
を
寄
せ
、
そ
の
声

に
静
か
に
耳
を
傾
け
て
い
る
。

バイオガス装置の設置方法について説明を受ける夫婦（左）。地中に
岩盤がないこと、南向きであることなど、場所の選定に当たってスタッフ
（中央）は何度も足を運ぶ

女性や子どもの仕事だった薪拾い。バイ
オガス装置の設置で、彼女たちはこの重
労働から解放された

夜間、部屋に明かりをともせるようにもなった

（上）購入した乳牛をトラックから降ろし、
農家に運ぶACF NEPALのスタッフ。言
うことを聞かず、暴れ出すこともある乳牛
の扱いは慣れた人でないと難しい
（下）バイオガス装置の設置にはトイレが
必要。それにより、人々の衛生状態も改
善しつつある バイオガス装置を設置した家庭。トイレからこの装置に流された糞を水と混ぜてガスを発生させる

ネパール カトマンズ

インド

中国

ブータン

バングラデシュ
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Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
産
業
開
発
部
で
、観
光
開

発
分
野
の
支
援
を
担
当
す
る
石
田

美
帆
さ
ん
。地
域
住
民
に
利
益
を
も

た
ら
す
観
光
開
発
を
実
現
さ
せ
る
た

め
、縁
の
下
の
力
持
ち
と
し
て
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
し
て
い
る
。

学
時
代
に
東
南
ア
ジ
ア
な
ど
の
開
発

途
上
国
を
訪
れ
て
か
ら
、Ｏ
Ｄ
Ａ（
政
府

開
発
援
助
）、
中
で
も
途
上
国
に
低
利
で
融
資

し
た
開
発
資
金
の
返
済
を
求
め
、〝
自
助
努
力
〞

を
促
す
円
借
款
へ
の
関
心
が
高
ま
り
ま
し
た
。

そ
し
て
国
際
協
力
銀
行
（
Ｊ
Ｂ
Ｉ
Ｃ
、
当
時
）

に
就
職
し
、
最
初
に
配
属
さ
れ
た
の
が
企
業
金

融
部
。
海
外
に
進
出
す
る
日
系
企
業
へ
の
融
資

が
主
な
業
務
で
、
直
接
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
仕
事
で
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
日
本
の
も
の
づ
く
り
を

支
え
る
製
造
業
の
方
々
と
接
す
る
う
ち
、
徐
々

に
こ
の
分
野
の
面
白
さ
に
の
め
り
込
ん
で
い
き

ま
し
た
。
し
か
し
同
時
に
、い
ず
れ
は
Ｏ
Ｄ
Ａ

に
も
携
わ
り
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
り
、
新
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
設
立
１
年
前
の
２
０
０
７
年
に
、
希
望

し
て
中
央
ア
ジ
ア
地
域
へ
の
円
借
款
を
担
当
す

る
部
署
に
異
動
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
現
在
は
、
観
光
分
野
の
技
術
協
力
を

担
当
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
「
観
光
」
は
、〝
す

る
〞
側
だ
っ
た
の
で
、〝
開
発
〞
に
つ
い
て
は
ま
っ

た
く
の
素
人
。
最
初
は
、
目
の
前
の
仕
事
を
こ

な
す
の
で
精
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
し
か
し
今
は
、

よ
り
現
地
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
観
光
開
発
に
向

け
て
、い
か
に
先
を
見
越
し
な
が
ら
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
進
め
る
べ
き
か
、
日
ご
ろ
か
ら
考
え
て

い
ま
す
。

　

例
え
ば
グ
ア
テ
マ
ラ
で
は
、
自
然
、
遺
跡
、

先
住
民
文
化
な
ど
観
光
資
源
が
豊
富
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
そ
れ
ら
が
十
分
に
活
用
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
外
か
ら
来
る
観
光
客
に
と
っ
て
は
魅

力
的
な
観
光
資
源
で
も
、
地
元
の
人
に
は
当
た

り
前
す
ぎ
て
、
そ
の
価
値
や
魅
力
に
気
付
い
て

い
な
い
こ
と
が
多
い
か
ら
で
す
。
ま
ず
は
自
分

た
ち
の
周
り
に
ど
ん
な
観
光
資
源
が
あ
る
か
を

発
見
し
て
も
ら
う
。
次
は
、
そ
れ
を
ど
う
売
り

込
め
ば
よ
い
か
を
考
え
て
も
ら
う
。
考
え
て
、

や
っ
て
み
て
、
ま
た
考
え
て
…
。
そ
ん
な
ふ
う

に
、
地
域
の
人
々
が
自
ら
考
え
、
行
動
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
広
い
視
野
で
彼
ら
を
導
い

て
い
く
こ
と
が
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
役
割
だ
と
思
い

ま
す
。「
観
光
開
発
」
と
聞
く
と
、
リ
ゾ
ー
ト
開

発
や
テ
ー
マ
パ
ー
ク
の
建
設
な
ど
を
想
像
し
が

ち
で
す
が
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
重
視
す
る
の
は
、
貧
困

削
減
に
つ
な
が
る
観
光
開
発
。
大
規
模
な
投
資

を
し
た
企
業
だ
け
で
な
く
、
貧
困
層
も
含
め
た

地
元
の
人
々
が
一
丸
と
な
り
、
地
域
の
観
光
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
に
基
づ
い
た
最
良
の
観
光
開
発
を

進
め
、
地
域
全
体
が
潤
う
こ
と
が
大
切
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。（
８
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
）。

　

ま
た
観
光
開
発
に
は
、
政
府
機
関
、
ホ
テ
ル

や
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
の
経
営
者
、
土
産
を
売
る

地
域
住
民
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
組
織
や
人
々
が
か

か
わ
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
を
く
み

上
げ
、
皆
が
納
得
で
き
る
よ
う
活
動
を
ま
と
め

上
げ
る
に
は
、
柔
軟
で
臨
機
応
変
な
対
応
が
求

め
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
が
、
こ
の
分
野
の
支
援
の

難
し
さ
で
あ
り
、ま
た
面
白
さ
で
も
あ
り
ま
す
。

中
で
も
重
要
な
の
が
、〝
人
を
集
め
る
〞 

と
い
う

基
本
的
な
こ
と
。

「
観
光
促
進
の
た

め
の
研
修
を
行
い

ま
し
ょ
う
」
と
住

民
を
誘
っ
て
も
、

そ
れ
が
自
分
自
身

に
ど
う
役
立
つ
の

か
を
理
解
し
て
も

ら
わ
な
い
限
り
、

集
ま
っ
て
は
く
れ

ま
せ
ん
。ま
た
、彼

ら
に
は
彼
ら
の
人

間
関
係
が
あ
り
、
そ
れ
が
活
動
を
妨
げ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
足
場
の
悪
い
遊
歩
道

に
手
す
り
を
一
つ
作
ろ
う
と
思
っ
て
も
、
住
民

グ
ル
ー
プ
同
士
の
ち
ょ
っ
と
し
た
諍
い
や
対
立

が
原
因
で
、
意
見
が
ま
と
ま
ら
な
い
こ
と
も
よ

く
あ
り
ま
す
。　　
　

　

そ
こ
で
、
私
が
日
々
心
掛
け
て
い
る
の
が
、

〝
相
手
の
立
場
に
立
っ
て
物
事
を
考
え
る
〞
と

い
う
こ
と
。
意
見
が
合
わ
ず
、
無
理
難
題
を
一

方
的
に
要
求
さ
れ
る
と
頭
に
く
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
（
笑
）。
で
も
、
そ
ん
な
時
で
も
お
互
い
に

と
っ
て
良
い
方
法
が
あ
る
は
ず
。
相
手
に
は
相

手
な
り
の
言
い
分
や
そ
う
主
張
す
る
理
由
が
あ

る
の
で
す
か
ら
、
ま
ず
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
し
っ
か
り
取
り
、
信
頼
関
係
を
築
く
こ
と

が
、
最
初
の
一
歩
。
そ
れ
が
目
標
を
達
成
す
る

た
め
の
近
道
だ
と
信
じ
て
い
ま
す
。
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JICA産業開発部
産業・貿易課

石田 美帆
ISHIDA Miho

大学卒業後、2003年国
際協力銀行（JBIC）に就
職。企業金融部（当時）、
08年10月の新JICA設
立後、東・中央アジア部を
経て、09年5月より現職。

大

外資系ホテルや特定の観光スポットに観
光客が集中していたパレスチナのジェリコ
市では、刺しゅう細工（写真）など魅力ある
土産物を開発中。町のバザールなどにも
立ち寄ってもらい地域全体が潤うよう、努
めている

支
援
は〝
相
手
の
立
場
に
立
つ
〞

こ
と
か
ら
始
ま
る

い
さ
か

（上）9月に終了するグアテマラのプロジェクト評価の一環
として、市の観光自治委員会（CAT）のメンバーに活動の
成果やその後の方針などをインタビューする石田さん（左）
（下）観光スポットの一つ、ナフトゥニッチ洞窟につながる
遊歩道には案内板を設置。散策に訪れた人が楽しめるよ
う、現在地やその場所にまつわる話を紹介
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６
月
14
日
、「
内
閣
総
理
大
臣
主
催
青

年
海
外
協
力
隊
帰
国
隊
員
報
告
会
」が
総

理
官
邸
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。当
日
は
、全

国
か
ら
帰
国
隊
員
約
１
５
０
人
が
招
か
れ
、

菅
直
人
首
相
、仙
谷
由
人
官
房
長
官
、岡

田
克
也
外
務
大
臣
を
は
じ
め
、「
日
本
の
国

際
協
力
ー
特
に
青
年
海
外
協
力
隊
の
活
動

ー
を
支
援
す
る
国
会
議
員
の
会
」の
メ
ン
バ

ー
で
あ
る
議
員
約
30
人
か
ら
激
励
を
受
け

ま
し
た
。

　

菅
首
相
は
冒
頭
の
あ
い
さ
つ
で
、「
協
力

隊
の
よ
う
な
若
者
に
よ
る
活
動
は
、日
本
の

国
際
協
力
の
強
み
。帰
国
後
も
、そ
の
経
験

を
存
分
に
発
揮
で
き
る
よ
う
な
場
を
つ
く
っ

て
い
き
た
い
」と
述
べ
ま
し
た
。さ
ら
に
仙
谷

官
房
長
官
も
、「
途
上
国
で
感
じ
た
こ
と

を
、日
本
で
も
伝
え
て
い
っ
て
ほ
し
い
」と
エ

ー
ル
を
贈
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、帰
国
隊
員
を
代
表
し
て
、柘
植

01

未
希
子
さ
ん（
2
0
0
7
〜
09
年
：
ボ
リ
ビ

ア
／
村
落
開
発
普
及
員
）、窪
田
保
さ
ん

（
04
〜
06
年
：
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
／
理
数
科
教

師
）が
、そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
に
つ
い
て
報
告
。

「
外
国
人
だ
か
ら
で
き
る
こ
と
も
必
ず
あ

る
」、「
小
さ
な
失
敗
の
積
み
重
ね
は
貴
重

な
財
産
」な
ど
と
話
し
、今
後
も
日
本
で
国

際
協
力
を
続
け
て
い
く
決
意
を
示
し
ま
し

た
。そ
の
後
、帰
国
隊
員
と
の
懇
談
の
時
間

も
設
け
ら
れ
、参
加
者
は
途
上
国
で
の
協

力
隊
員
の
活
動
に
興
味
深
く
耳
を
傾
け
て

い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、緒
方
貞
子
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
理
事
長
が

「
こ
れ
だ
け
の
方
々
に
、協
力
隊
事
業
を
評

価
し
て
い
た
だ
け
る
の
は
あ
り
が
た
い
。こ
れ

か
ら
も
、『
世
界
も
日
本
も
元
気
に
す
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
』を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、よ
り
効
果

的
な
事
業
を
展
開
し
て
い
き
た
い
」と
締
め

く
く
り
ま
し
た
。

　

年
間
約
１
０
０
０
万
人
の
観
光
客
が
訪

れ
る
エ
ジ
プ
ト
。そ
の
観
光
の
要
に
も
な
っ

て
い
る「
エ
ジ
プ
ト
考
古
学
博
物
館
」の
老

朽
化
に
伴
い
、新
た
に「
大
エ
ジ
プ
ト
博
物

館
」を
建
設
す
る
事
業
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
が
、こ
の
た
び
、そ
の
一
環
で
整
備
さ

れ
て
い
た「
保
存
修
復
セ
ン
タ
ー
」が
完
成

し
ま
し
た
。６
月
14
日
の
開
所
式
で
は
、12

の
ラ
ボ（
研
究
室
）と
８
つ
の
収
蔵
庫
な
ど

が
公
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
館
か
ら
１
０
０
年
以
上
が
経
過
し
、

施
設
の
老
朽
化
だ
け
で
な
く
、ス
ペ
ー
ス
が

不
足
し
、収
蔵
品
の
保
存
・
修
復
・
研
究
体

02

青
年
海
外
協
力
隊
が
菅
首
相
に
帰
国
報
告

制
が
整
っ
て
い
な
か
っ
た
考
古
学
博
物
館
。

こ
れ
を
受
け
て
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、円
借
款
に
よ

る
博
物
館
の
新
設
と
、技
術
協
力
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
よ
る
収
蔵
文
化
財
の
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
構
築
、保
存
修
復
技
師
の
育
成
を
支
援

し
て
い
ま
す
。完
成
し
た
セ
ン
タ
ー
で
は
現

在
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
専
門
家
の
指
導
の
も
と
、約

１
２
０
人
の
技
師
に
よ
り
、彩
色
木
棺
、動

物
の
ミ
イ
ラ
、石
碑
の
保
存
修
復
処
置
や

素
材
の
解
明
な
ど
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。大
エ
ジ
プ
ト
博
物
館
の
開
館
時
に
約

５
万
点
、最
終
的
に
は
10
万
点
の
文
化
財

の
展
示
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

平
城
遷
都
１
３
０
０
年
、ハ
ノ
イ
遷
都

1
0
0
年
、ビ
エ
ン
チ
ャ
ン
遷
都
4
5
0

年
に
当
た
る
今
年
の
６
月
22
日
、奈
良
市

で
日
メ
コ
ン
古
都
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
未
来
へ

つ
な
ご
う
！
い
に
し
え
の
き
ず
な
」（
主

催
：
外
務
省
）が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。当

日
は
、メ
コ
ン
地
域
５
カ
国（
カ
ン
ボ
ジ
ア
、

タ
イ
、ベ
ト
ナ
ム
、ミ
ャ
ン
マ
ー
、ラ
オ
ス
）か

ら
古
都
・
文
化
遺
産
保
護
に
携
わ
る
関
係

者
が
来
日
し
、文
化
遺
産
の
価
値
を
伝
え

る
教
育
、住
民
参
加
型
の
遺
産
保
護
や
観

光
振
興
、そ
れ
に
対
す
る
日
メ
コ
ン
地
域

間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
な
ど
に
つ
い

て
、日
本
人
専
門
家
ら
と
意
見
を
交
わ
し

ま
し
た
。

　

メ
イ
ン
会
場
の
外
で
は
、外
務
省
や
奈

良
県
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
な
ど
が
ブ
ー
ス
を
出
展
。

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、タ
イ
、カ
ン
ボ
ジ
ア
、ベ
ト
ナ

ム
で
行
っ
た
世
界
遺
産
の
保
護
活
動
や
、

各
国
で
の
観
光
分
野
へ
の
協
力
に
つ
い
て

ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

会場には地方自治体、文化遺産保
護、観光分野の関係者など約100人
が来場

03
日
メ
コ
ン
古
都
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
未
来
へ
つ
な
ご
う
！
い
に
し
え
の
き
ず
な
」
開
催

エ
ジ
プ
ト
文
化
財
「
保
存
修
復
セ
ン
タ
ー
」
が
完
成

（上）出席者に激励のメッセージを贈る菅首相
（下）岡田外務大臣と和やかに懇談する帰国隊員
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この本を
1人の方に
プレゼント
詳細は
38ページへ

「JATA世界旅行博2010」開催！ 
毎年100を超える国・地域から大使館、航空会社、ホテル、旅
行会社などが集結するアジア最大の旅行イベント「旅行博」。
今年は「世界を活かす旅の力－踏み出そう 明日を拓こう」をテ
ーマに、文化、交流、経済、健康、教育などの分野から“旅の魅
力”を紹介する。各ブースでは、各国・地域のスタッフから、現地
の詳しい情報を直接聞くことができるほか、ダンスや音楽など
のパフォーマンス、料理、クイズラリーなど、思わず旅に出たくな
る楽しい企画が盛りだくさん。

E  VENT

詳細は
38ページへ

ペア入場券を
10人の方に
プレゼント

日時 ： 9月25日（土） 10時～18時、26日（日） 10時～17時
会場 ： 東京ビッグサイト （東京都江東区）
入場料 ： 大人1,200円　学生600円（前売りあり）
主催 ： JATA（社団法人日本旅行業協会）国際観光会議・
        世界旅行博実行委員会
問 ： 03-5891-1150
URL ： http://ryokohaku.com/

B  OOK

『BOPビジネスのフロンティア

新興国が台頭し、先進国経済が停滞する中、一人当たり年間所得
が3,000ドル以下の低所得階層“BOP層（Base of the Pyramid）”
40億人をターゲットにした「BOPビジネス」が注目されている。これ
は、貧困や劣悪な衛生環境などBOP層が抱える問題の解決のた
めに、企業が利益を追求しながら、政府、国際機関、援助機関、
NGOといったさまざまなアクターと連携して活動する新しい形のビ
ジネス。市場規模は日本のGDP（国
内総生産）に匹敵する5兆ドルとさ
れる。本書では、経済産業省の調査
結果をもとに、BOPビジネスの可能
性、重点分野や地域、課題などに加
え、欧米や日本企業の事例、途上
国側のニーズといった実践的な内
容を幅広く学べる。

－途上国市場の潜在的可能性と官民連携－』

『中国2010年上海万博博覧会開催記念
  中国映画の全貌2010』
近年、急成長を続ける一方、その陰で貧富の差の拡大や少数
民族の問題などが生じている中国。経済成長、戦争、少数民
族、文学などさまざまなテーマから、その中国の「今」と「昔」を
映し出した作品が上映される。注目作品は、2001年ベルリン
国際映画祭で銀熊賞（審査員グランプリ）を受賞した『北京の
自転車』。農村から出稼ぎで北京にやって来たグイと、都会育
ちのジェン。経済発展による都会と農村の格差の拡大を背景
に、2人の少年の交流と青春を通して、近代の中国社会のゆ
がみを描いている。

M  OVIE

会期 ： 8月27日（金）まで
上映作品 ： 中国・香港映画　全60作品
会場 ： 新宿K’s Cinema（東京都新宿区）
問 ： グアパ・グアポ
TEL ： 03-6427-4796
URL ： www.ks-cinema.com/movie/china_2010.html

「北京の自転車」（2000年）より

経済産業省貿易経済協力局通商金融・経済協力課 編
財団法人 経済産業調査会
2,310円（税込）

B  OOK

『ぼくは8歳、エイズで死んでいくぼくの話を聞いて。
～南アフリカの570万人のHIV感染者と140万人のエイズ
孤児たち～』
サッカーワールドカップ開催で盛り上がりを見せた南アフリカ共和
国。一方で、全世界のHIV感染者の6人に1人がこの国にいるこ
とをご存じだろうか。年間35万人の死者を出し、140万人ものエイ
ズ孤児は今も増え続けている。そして、感染者に対する偏見と差
別が激しく、家族からも拒否される人、職を失う人、感染したと知り
ながらも内緒にする人など、エイズ患者が一緒に暮らせることので
きないゆがんだ社会のしくみが、新
たな感染者を生み出す悪循環が起
きている。本書は、現地で約2年間
エイズ患者と接してきた著者が、
HIV/エイズの知識や取り巻く社会
問題、国内外のエイズ撲滅への取
り組みを、実例を多用しながら分かり
やすく紹介。元サッカー日本代表選
手の北澤豪さんもおススメの一冊。

青木美由紀 著
合同出版
1,365円（税込）

August 2010                         30



娘
の
た
め
に
、

文
字
を
覚
え
た
い

Philippines
［フィリピン］
文・写真＝木下 健（写真家）

補習教室で文字を学ぶエレノア。絵本を読ん
でもらえるのを娘ジャネルも楽しみに待っている

地球ギャラリー vol.23



D.炭焼きをするロウェナの家族。これも生計を立てるための大切な仕事だ
E.おコメに交ざったゴミを取るロウェナ。ただいま食事の準備中
F.ジャックフルーツは野菜として夕食に

し
い
上
に
病
気
が
ち
で
留
年
を
繰
り
返
し
て
い
た
が
、「
ひ

と
り
だ
け
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
」の
精
神
里
親
の
学
費
支
援
を
受

け
、17
歳
で
よ
う
や
く
小
学
校
を
卒
業
し
た
彼
女
。そ

の
後
は
、『
小
さ
な
学
校
』の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
を
務
め
る
ま

で
に
成
長
し
た
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
教
育
制
度
は
６
歳
か
ら
６
年
間
が
小

学
校
。日
本
と
同
じ
だ
が
、入
学
前
に
は
簡
単
な
試
験

が
あ
り
、さ
ら
に
進
級
試
験
も
あ
る
。し
か
し
、貧
し
い

山
岳
民
族
の
人
々
は
親
で
も
教
育
を
受
け
て
い
な
い
場

合
が
多
く
わ
が
子
に
教
え
ら
れ
な
い
た
め
、就
学
前
の

子
ど
も
た
ち
の
識
字
教
育
は
欠
か
せ
な
い
。実
際
、マ
シ

カ
ッ
プ
で
も
毎
年
約
10
人
の
就
学
前
児
童
は
、学
力
が

足
り
な
か
っ
た
り
、お
金
が
な
か
っ
た
り
し
て
、入
学
で

き
な
い
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
だ
。さ
ら
に
、入
学
し
て
も
進

級
で
き
ず
、同
じ
学
年
を
繰
り
返
す
子
ど
も
も
少
な
く

な
い
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
首
都
マ
ニ
ラ
の
北
の
外
れ
に
あ
る
カ
ラ

オ
カ
ン
の
長
距
離
バ
ス
発
着
所
か
ら
、北
西
に
向
か
う
バ

ス
に
乗
る
。行
く
先
は
、マ
ニ
ラ
よ
り
約
１
５
０
キ
ロ
、南

シ
ナ
海
に
面
し
た
小
さ
な
町
ボ
ト
ラ
ン
。こ
こ
に
は〝
か
つ

て
の
山
岳
民
族
〞の
定
住
地
が
あ
る
。１
９
７
０
年
代
、

木
の
伐
採
を
理
由
に
、山
で
生
活
し
て
い
た
彼
ら
を
平

地
に
移
住
さ
せ
た
マ
ル
コ
ス
政
権
。そ
の
一
つ
、約
４
０
０

人
の
山
岳
民
族
が
住
む
集
落
が
マ
シ
カ
ッ
プ
だ
。

初
め
て
マ
シ
カ
ッ
プ
を
訪
れ
た
の
は
１
９
８
４
年
４
月

の
こ
と
。以
来
私
は
、フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は〝
ア
エ
タ
〞と
少
し

差
別
的
に
呼
ば
れ
る
山
岳
の
民
ネ
グ
リ
ー
ト
の
子
ど
も

た
ち
を
支
援
す
る「
ひ
と
り
だ
け
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
」と
し
て
、

就
学
前
の
子
ど
も
た
ち
の
識
字
教
育『
小
さ
な
学
校
』

を
開
い
て
い
る
。

長
年
こ
の
地
に
通
う
う
ち
、あ
る
家
族
と
の
交
流
が

生
ま
れ
、中
で
も
三
女
の
ロ
ウ
ェ
ナ
と
親
し
く
な
っ
た
。貧

A

A.『小さな学校』で学ぶ就学前の子どもたち
B.『小さな学校』では、子どもたちに給食も出している
C.みずみずしくて甘いフルーツ、カシュイが大好きな子どもたち。固い実のカシューナッツは市場でも高く売れる

B

C

D

E

F



H.いつでも字が書けるように、と鉛筆
を髪に差すエレノア
I.『仲良しのレオンとダガ（ライオンとネ
ズミ）』のお話が大好きなジャネルのた
めに早く字を覚えたいエレノア

地球ギャラリー vol.23

J.2007年、長女ジャネルが誕生。子を取り上げたのは、祖父サントス
K.1歳。歩き始めたジャネル。サントスも嬉しそう
L.3歳になったジャネルは、誕生日プレゼントにもらったクマのぬいぐるみを大切にしている
M.山で切った竹を売りに出すラウロ。1本6ペソ（12円）。この日は、50本で300ペソを
手に入れた

N.エレノアの読み聞かせを手助けするロウェナ（右）。後ろからのぞき込むロウェナの
長女マイカは14歳で4年生に復帰した

J

L

M

K

HI

G.補習プログラムで子どもに交ざって勉強するエレノア。補習教室の先生はロウェナの叔母

　

こ
う
し
た
状
況
を
受
け
、２
０
０
９
年
か
ら
は
地
元

の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
よ
る
新
た
な
補
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
始
ま
っ
た
。

そ
の
か
い
あ
っ
て
か
、小
学
校
に
入
学
で
き
る
子
ど
も
が

増
え
、さ
ら
に
は
進
級
を
あ
き
ら
め
て
学
校
を
休
ん
で

い
た
児
童
が
復
学
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

こ
の
補
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
、子
ど
も
に
交
ざ
っ
て
大

人
も
い
た
。ロ
ウ
ェ
ナ
の
弟
ラ
ウ
ロ
の
妻
エ
レ
ノ
ア（
25
）

だ
。貧
し
い
ビ
サ
ヤ
諸
島
出
身
の
エ
レ
ノ
ア
は
、子
ど
も
の

こ
ろ
に
十
分
な
教
育
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ず
、元
ア
メ

リ
カ
海
軍
基
地
の
町
ス
ー
ビ
ッ
ク
で
家
政
婦
と
し
て
働
い

て
い
る
と
き
に
ラ
ウ
ロ
と
出
会
い
結
婚
、マ
シ
カ
ッ
プ
に
や

っ
て
来
た
。そ
し
て
３
年
前
、長
女
の
ジ
ャ
ネ
ル
を
出
産
。

現
在
３
歳
に
な
っ
た
娘
に「
絵
本
を
読
ん
で
」と
せ
が
ま

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
の
、文
字
が
読
め
な
い
―
。ど
う

し
て
も
字
を
覚
え
た
く
て
補
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し

た
の
だ
。ま
だ
勉
強
を
始
め
て
間
も
な
い
エ
レ
ノ
ア
。た

ど
た
ど
し
い
発
音
だ
が
、母
に
絵
本
を
読
ん
で
も
ら
っ
て

い
る
と
き
の
ジ
ャ
ネ
ル
の
瞳
は
輝
い
て
い
る
。



首都 ： マニラ首都圏
面積 ： 299,404ｋ㎡（日本の約8割）
人口 ： 9,035万人（2008年）
公用語 ： フィリピノ語と英語（そのほか約80言語）
宗教 ： カトリック83％、そのほかのキリスト教10％、イスラム教5％ 
1人当たり国民総所得（GNI）： 1,866ドル（2008年）
経路 ： 日本から直行便で約4～5時間。
通貨 ： フィリピン・ペソ（PHP）　1PHP=約1.9円（2010年7月現在）
気候 ： 熱帯気候。雨期（6～11月）と乾期（12～5月）に分かれているが、
地域により差がある。気温は一年を通して暖かい。

Philippines
フィリピン

Illustration / Hori Takao

JICAの活動

経済成長を促進し、
貧困層の自立と
平和を
経済成長を続けながらも、地域格差や紛争などさ
まざまな課題を抱えるフィリピン。JICAは、持続的
な成長、格差の是正、平和と安定に向けた支援に
取り組んでいる。

　近年の経済成長は約5％と比較的安
定しているものの、都市部に経済活動
が集中し、都市と地方との格差が拡大
するフィリピン。また、40年以上紛争が
続く南部の最貧困地域ミンダナオ島で
は、和平と復興への支援が急がれてい
る。この6月にはアキノ新大統領が就任
し、公正な統治と貧困撲滅を最大の職
務と宣言した。
　こうした背景の下JICAは、「雇用機会
の創出に向けた持続的経済成長」、「貧
困層の自立支援と生活環境の改善」、
「ミンダナオの平和と安定」を重点課題
に、投資促進、インフラ、農業、平和構築
などさまざまな分野で支援を行っている。
　投資促進の分野では、「フィリピン投
資促進戦略」の策定を支援。日本からの
投資を5年間で1.5倍に伸ばす計画も
盛り込んだ。

　さらにインフラ支援では、中部ルソン
地域に高速道路を建設。同地域は、農
作物の生産地や集散地、中核的な工業
地帯として重要な拠点であり、物流のハ
ブ機能が期待されているものの、周辺の
道路の整備が行き届いておらず、十分
に役割を果たしていなかった。しかし、高
速道路が開通したことで、通行時間が
約3分の1に短縮され、物流が円滑にな
った。また、気候変動の影響を最も受け
やすいといわれている同国。昨秋、連続
上陸した台風により、甚大な被害が発
生したため、現在、インフラの復旧支援を
実施中だ。
　農業分野では、紛争の長期化により
貧困率が高いミンダナオ島で、農家を対
象に、稲作や野菜栽培の技術を指導。
その結果、5年間で農家4,000戸の農
業収入が倍増し、地域全体の生活水準

が向上、住民は自立への第一歩を踏み
出している。この成果のカギとなったのは
フィリピン稲研究所との連携だ。紛争に
より現地入りできない日本人専門家に
代わって、同研究所が関係機関との調
整や農業普及員のサポートを行ったこと
で、活動を円滑に進めることが可能とな
った。
　さらにミンダナオ島では平和構築支援
も実施。フィリピン政府と反政府組織と
の和平合意に開発を通じて貢献すべく、
復興開発支援事業を行うとともに、
2009年の停戦合意を受け、現地で停
戦監視活動を行う「国際監視団」に対
し、復興開発アドバイザーとして2人の
JICA職員を派遣中。インフラ、教育、医
療分野の支援ニーズに基づき開発計画
を策定するなど、開発援助の視点から和
平促進に努めている。

農業支援では、ミンダナオ
島の160のモデル圃場で
稲作や野菜栽培を指導。
「土壌づくりやこまめな手
入れで、収穫量がこんなに
増えるなんて」と話す農民

インフラ支援では、中部ルソン地域
内の物流を活性化させる約90キロ
の高速道路を整備

夏バテに効く！ 酸味スープ
「シニガン」

フィリピン料理

地球ギャラリー
Vol.23

　

東
南
ア
ジ
ア
料
理
と
い
え
ば〝
辛
い
〞と
思
わ

れ
が
ち
だ
が
、フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
甘
味
や
酸
味
の

あ
る
料
理
が
定
番
。ま
た
、ス
ペ
イ
ン
や
中
国
の

食
文
化
の
影
響
も
受
け
、中
華
風
や
西
洋
風
の

品
々
も
見
ら
れ
る
。

　

東
京
・
西
荻
窪
駅
す
ぐ
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
家
庭

料
理
店「
A
T
E（
ア
テ
）」は
、竹
内
さ
ん
夫

婦
が
営
む
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
お
店
。ル
ソ
ン
島
出

身
の
奥
さ
ん
に
よ
る
、本
場
仕
込
み
の
お
ふ
く

ろ
の
味
が
堪
能
で
き
る
。

　

こ
の
店
の
イ
チ
オ
シ
メ
ニ
ュ
ー
の
一
つ
が
、具

だ
く
さ
ん
の
酸
味
ス
ー
プ「
シ
ニ
ガ
ン
」。タ
マ
リ

ン
ド（
豆
の
一
種
）で
味
付
け
さ
れ
た
ス
ー
プ
の

酸
っ
ぱ
さ
が
、さ
っ
ぱ
り
と
口
の
中
に
広
が
り
、

暑
い
夏
で
も
食
欲
を
そ
そ
る
。具
は
魚
介
類
や

豚
肉
、鳥
肉
な
ど
お
好
み
で
。ご
は
ん
の
上
に
か

け
、ナ
ン
プ
ラ
ー
や
ト
ウ
ガ
ラ
シ
を
ま
ぶ
し
て
食

べ
る
の
が
地
元
流
だ
。「
家
庭
に
よ
っ
て
味
付
け

は
い
ろ
い
ろ
。タ
マ
リ
ン
ド
の
代
わ
り
に
グ
リ
ー

ン
マ
ン
ゴ
ー
を
使
っ
て
酸
味
を
出
す
こ
と
も
」。

酸
味
の
中
に
具
の
う
ま
み
が
ぎ
ゅ
っ
と
詰
ま
っ

た
栄
養
満
点
の
一
品
。

〈
シ
ニ
ガ
ン（
エ
ビ
）〉

【
材
料（
2
人
前
）】

エ
ビ
４
尾（
で
き
れ
ば
頭
、皮
つ
き
）／
サ
ト
イ
モ
２

個
／
ナ
ス
２
分
の
１
／
イ
ン
ゲ
ン
２
本
／
オ
ク
ラ

２
本
／
大
根
50
ｇ
分
／
ク
ウ
シ
ン
サ
イ（
ま
た
は

ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
）４
分
の
１
束
／
タ
マ
ネ
ギ
４
分
の

１
個
／
シ
ョ
ウ
ガ
10
ｇ
／
ト
マ
ト
２
分
の
１
個
／

青
ト
ウ
ガ
ラ
シ
１
個
本（
な
く
て
も
O
K
）／
粉

タ
マ
リ
ン
ド
大
さ
じ
１（
お
好
み
で
調
節
）／
塩

少
々
／
コ
シ
ョ
ウ
少
々
／
水
８
０
０
ｇ

【
作
り
方
】

１
．エ
ビ
の
背
ワ
タ
と
ひ
げ
を
と
り
、背
中
に
切
り

込
み
を
入
れ
る
。

２
．ナ
ス
、イ
ン
ゲ
ン
、タ
マ
ネ
ギ
、ト
マ
ト
、オ
ク
ラ
を

食
べ
や
す
い
大
き
さ
に
切
り
、シ
ョ
ウ
ガ
を
ス
ラ

イ
ス
す
る
。サ
ト
イ
モ
は
ふ
か
し
て
お
く
。

３
．土
鍋
に
水
を
入
れ
、沸
騰
さ
せ
た
ら
２
と
エ

ビ
、粉
タ
マ
リ
ン
ド
、青
ト
ウ
ガ
ラ
シ
を
加
え
、

強
火
で
５
分
ほ
ど
煮
る
。

４
．塩
、コ
シ
ョ
ウ
で
味
を
整
え
、ク
ウ
シ
ン
サ
イ
を

入
れ
る
。

☆
具
を
肉
類
に
す
る
時
は
、野
菜
と
一
緒
に
ニ
ン
ニ

ク
を
い
た
め
て
入
れ
る
。

☆
塩
の
代
わ
り
に
ナ
ン
プ
ラ
ー
を
使
用
し
て
も

O
K
。

in フィリピン

ムスリム・ミンダナオ
自治区

マニラ
首都圏

ルソン島

フィリピン

ミンダナオ島

ATE（アテ）
〒167‐0053  東京都杉並区西荻南3丁目15-9 
GSハイムB1F  
TEL ： 03‐6765‐2665
17時～24時　
定休日 ： 月曜・祝日

ほ  じょう

台風に見舞われやすい
フィリピン。昨秋、連続
上陸した台風の被災地
マニラ首都圏
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「
こ
れ
は
と
て
も
い
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
と
思
う
。
ぜ
ひ
参
加
し
た

い
」。
何
気
な
い
そ
ん
な
コ
メ
ン
ト
が
、
心
に
染
み
て
ぐ
っ
と
き
た
。

１
０
０
人
近
く
の
方
が
集
ま
っ
た
「
な
ん
と
か
し
な
き
ゃ
！
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
の
説
明
会
の
質
疑
応
答
の
中
で
、
と
あ
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
方
か
ら

い
た
だ
い
た
言
葉
で
あ
る
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
国
際
協
力
に
携
わ
る
方
々
と
と
も
に
立
ち

上
げ
る
市
民
参
加
型
の
事
業
。
多
く
の
著
名
人
の
方
々
に
ご
賛
同
い

た
だ
き
、
ウ
ェ
ブ
を
中
心
に
展
開
す
る
。
準
備
期
間
中
、
ユ
ー
ザ
ー

と
な
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
み
な
さ
ま
の
意
見
を
求
め
、
全
国
を
歩
い
た
。
時

に
は
厳
し
い
意
見
を
浴
び
、
非
難
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
同
時

に
大
き
な
期
待
も
感
じ
る
日
々
が
続
く
。
そ
ん
な
中
、
国
際
協
力
Ｎ

Ｇ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
（
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
）
さ
ん
、
国
連
開
発
計
画
（
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
）

さ
ん
よ
り
ご
賛
同
を
い
た
だ
き
、
実
行
委
員
会
が
結
成
さ
れ
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
実
現
に
向
け
て
大
き
く
前
進
し
た
。

　

な
ぜ
、
い
ま
、「
な
ん
と
か
し
な
き
ゃ
！
」
な
の
か
。
こ
れ
ま
で
国

際
協
力
に
携
わ
る
方
々
が
、
開
発
途
上
国
の
実
情
を
伝
え
、
国
際
協

力
の
必
要
性
と
参
画
を
訴
え
て
き
た
。
し
か
し
、
長
引
く
経
済
・
財

政
危
機
や
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
行
、
さ
ら
に
は
少
子
高
齢
化
に
伴
う

日
本
の
社
会
の
急
激
な
変
容
が
、
将
来
へ
の
不
安
と
な
っ
て
、
こ
の
国

に
住
む
人
々
の
目
を
内
向
き
に
さ
せ
て
し
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え

る
。
途
上
国
は
海
の
向
こ
う
の
関
係
な
い
世
界
に
し
か
見
ら
れ
な
い
。

　

し
か
し
、途
上
国
の「
な
ん
と
か
し
な
き
ゃ
！
」は
、実
は
日
本
の「
な

ん
と
か
し
な
き
ゃ
！
」。
途
上
国
が
直
面
す
る
厳
し
い
現
実
を
地
球
市

民
的
視
点
で
解
決
す
べ
き
。
同
時
に
、
相
互
依
存
の
世
界
で
は
、
途

上
国
の
安
定
と
発
展
な
く
し
て
、
日
本
の
未
来
は
な
い
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
そ
う
し
た
幅
広
い
視
点
で
さ
ま
ざ
ま
な
国

際
協
力
に
関
係
す
る
み
な
さ
ん
の
声
を
ひ
と
つ
に
し
て
発
信
し
、
よ

り
よ
い
未
来
を
耕
す
活
動
で
あ
る
。
世
界
の
、
そ
し
て
日
本
の
「
な

ん
と
か
し
な
き
ゃ
！
」
を
市
民
の
み
な
さ
ま
の
理
解
と
行
動
で
解
決

の
道
に
つ
な
げ
て
い
く
。
そ
の
た
め
に
ひ
と
り
で
も
多
く
の
方
の
参
加

を
お
願
い
し
た
い
。
詳
細
は
、「　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
へ
。

広
報
室
広
報
課
長 

友
成
晋
也

「
な
ん
と
か
し
な
き
ゃ
！
」で
、未
来
を
耕
せ
！

本誌をご希望の場合は
下記方法で

お申し込みください。

本誌をご希望の方には、送料をご
負担いただく形でご送付いたしま
す。巻末の払込取扱票に、氏名・住
所・電話番号・ご希望の送付期間・
送付開始月を明記の上、指定の金額を郵便局でお支払ください。入金の
確認後、発送手配をいたします（入金から1週間程度かかることもあります
のでご了承ください）。複数冊、またはバックナンバーをご希望の方は送料
が異なりますので、下記までお問い合わせください。

申込方法

申 込 先
住 　 所
T　E　L
F A　X
E m a i l

（株）国際開発ジャーナル社 業務部（発送代行）
〒107-0052  東京都港区赤坂2-13-19 多聞堂ビル
03-3584-2191
03-3582-5745
order@idj.co.jp

3 4

な
ん
と
か
し
な
き
ゃ
.ｊｐ
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プロテニスプレーヤー  クルム伊達 公子
人生の喜びを感じてほしい

MY 
ACTION

23Vol.

PROFILE
1970年京都府出身。小学校1年からテニスを始め、
中学・高校時代から活躍。89年にプロに転向。日本
人女子テニス選手として、史上初の世界ランキングト
ップ10入りを果たす。96年に現役引退、08年に復
帰。98年から、日本全国の子どもを対象にした活動
「カモン！キッズテニス」を開催。02年、JICAオフィシャ
ルサポーターに就任してからは、その活動を途上国に
も広げている。

KIMIKO DATE-KRUMM

　6歳の時にテニスと出会い、ずっ
と、テニスと共に人生を歩んできまし
た。自分に対する自信、他人を思い
やる気持ち、世界に出る機会、そし
て各国にできたたくさんの友達・・・。
振り返ってみると、私は人生で欠か
せないもののすべてを、テニスを通
じて得てきたような気がします。
　一度現役を引退した後、これまで
応援してくれた日本の皆さんに恩返
しがしたいと、子どもたちを対象に
「カモン！キッズテニス」を始めまし
た。単にテニスの技術を伝えるだけ
ではない。スポーツを通じて、机の上
では学べない、何かを感じてもらう
きっかけになればと思ったからです。
そして、2002年にJICAのオフィシャ
ルサポーターのお話をいただいてか
らは、その活動を途上国でも展開し
ています。
　実は私にとって、テニスはずっと

“先進国のスポーツ”というイメージ
がありました。ボール、ラケット、コート
など、まずは“道具”がそろわなけれ
ば、練習も試合もできないからです。
それ故に、対戦する選手も、試合を
する国も先進国で、選手時代は途
上国とは無縁でした。
　でも引退後、縁あって中国に行く
機会があり、路上で物ごいをしてい
る子どもを見て衝撃を受けました。
今まで目にしたことのない世界…。
私にできることは何だろうと考えた時
に、そこにあったのが、やはり“テニ
ス”だったんです。
　途上国では、ラケットを見るのも触
るのも初めてという子がほとんど。興
味津々の目で私を見ながらも、最初
は「海外からお客さんが来た」と、と
ても緊張しています。それでも一緒
にボールを打っているうちに、いつの
間にか、元気な笑い声があふれて

いるんです。不思議ですね。
　正直言うと、途上国でキッズテニス
をやることに迷いが生じたこともあり
ます。私が帰った後、彼らはずっとテ
ニスを続けていけるとは限らない。逆
に、テニスの楽しさを知ってしまうこと
は、彼らにとって酷なのではないか
と・・・。でもラケットを握る彼らは、本当
に生き生きとしています。テニスを通
じて、“生きる喜び”を感じてもらうこと
だけでも、決して無駄なことではな
い。そう思えるようになりました。
　現役復帰してからは、なかなか途
上国に行く時間がないのですが、国
内のテニスの試合で中古ラケットの
回収を呼び掛け、途上国の子どもた
ちに届ける活動を続けています。現
場に行かなくてもできることはある。
あなたの家に眠っている何かが、国
際協力のきっかけになるかもしれま
せん。


